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6９ 
第一次大戦ロ九一四’一九）の中で醤かれた小繍だが、ヘルマン・ヘッセは、考察『戦争と平和』（一九一八）で、
、
、
、
（ｌ皿）
、
、
、
平和は、各人が生命の秘密な可能性に気づくことからしか声」ない、と大略つぎのように醤く。それは生命の神秘な
夕
か
魔法なのだが、各人は永な心の奥にもっている。それは生命の神性といってもいい。それを中国人は道と一一一口い、イ
ア
Ⅲ
ト
マ
ソ
ンド人は神的我と一一一口い、キリスト者は恩寵と表現した。この魔法に気づくときだけ、平和への可能性も始まる。こ
れに気づくとき、イエスや仏陀やプラトンや老子に開かれたような奇蹟の入口も開かれる。だがヨーロッ・〈はこれ
に気づくことを忘れて久しい。近世では錬金術がそれを実現する最後の道だった。それは最も純粋な神秘主義によ
る三」の生命の魔法の認識だったのに、近世を自負するヨーロッ．〈はほくそ笑んで偉そうに、そこから爆薬や毒を作
り出す精巧な科学技術をこしらえた。（短い一行だ☆の構成が深い意味を隠す強い文章で、簡単に要約はできない。
筆者蓬解しえたところでば、次のようなことだ．）ｌ動物にも人間にも「殺すな」と一一一一国うのは「呼吸するな」と
言うに等しい。戦争は生きる者が負う運命だ。だが人は獣ではない。人間は、選ばれた者として、その運命を受け
いれ、自己の運命として負うことで人間になる。人は、魂の最も深い場所での他者との関わりの中で自己になるの
である．１人は、この世のものの中で、この世のものではないかのように生きうるし．この世のものではない者
キ
リ
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Ｈ
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と
し
て
生
き
る
。
人
は
「
こ
の
世
の
も
の
で
あ
る
」
と
と
も
に
「
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
い
」
で
あ
る
か
ら
だ
。
だ
が
そ
の
と
き
「
こ
の世」は「われわれの外にあるもの」である。外にあるものはいつでも自分と対立する敵、障害、危険、死となる。
す
べ
て
の
自
己
に
対
立
す
る
も
の
を
、
悪
も
、
外
に
あ
る
の
で
な
く
自
分
の
中
の
も
の
、
内
部
に
あ
る
も
の
、
自
分
の
魂
が
つ
く
り
だ
（１ｂ） 
しているもの、自分の創造物だとする「経験」の中で、それを自分の運命として負う。その中で、不幸が運命に変
り
、
悪
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
立
を
揚
棄
し
て
善
に
変
る
可
能
性
が
生
れ
る
。
生
命
の
魔
法
が
生
れ
る
。
生
命
の
奥
の
隠
れ
た
可
能
性
、
生命の秘密な可能性であり、だが各自が心の奥にもっている可能性だ。これは生命の可能性というほかない。汝が
内なる他者とともに生きる生命の可能性であり、聖書その他が語る「汝殺すなかれ」はこれを損うなとの、その汝
の
内
の
他
者
を
殺
す
な
と
の
深
遠
な
奥
処
か
ら
の
聖
な
る
声
な
の
だ
、
と
。
ヘッセはこの翌年、彼と出会うのだが、ユングは患者達が治癒の最終過程で体験する、意識と無意識の境界突破
でのこの魔法を、錬金術やグノーシスの知恵でも見、これを人類太古いらいの共同無意識での魔術元型である両性
具
有
魔
術
と
し
て
指
摘
し
た
。
葛
藤
す
る
分
裂
・
対
立
を
統
合
す
る
魔
術
と
し
て
。
だ
が
無
意
識
の
魔
術
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
ユ
ン
グ
が
見
る
創
造
的
方
向
と
は
正
反
対
の
方
向
も
と
る
。
古
来
の
政
治
統
合
手
段
で
見
ら
れ
る
融
合
ま
た
統
合
で
の
麻
溥
的
な
支
配
の
形
（２日）
と覚醒的な創造の形をとる（拙諭）。（ヘッセは事実、その両極間で苦悩し、それが作ｎｍ『荒野の狼』を生む。）その両極を
包む化命の魔法である。それはヨーロッ．〈でもヘレーーズム、初期ローマまではまさに知恵の源泉だった。だがへレ
ニ
ズ
ム
内
で
生
れ
ギ
リ
シ
ア
・
グ
ノ
ー
シ
ス
と
の
執
擁
な
内
的
闘
い
を
通
し
て
一
神
教
と
し
て
の
世
界
宗
教
性
を
確
立
し
た
キ
リ
ス
ト
（２ｂ） 
教は、その知恵を悪魔的なエロースの魔術として徹底的に弾圧、排除し（拙諭）、いらいヨーロッ。〈は魔術とい．ｚぱ
ま
が
ま
が
し
く
い
ま
わ
し
い
も
の
と
の
常
識
の
中
に
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
異
端
、
隠
れ
た
神秘主義として近世までは生きていたが、近代理性以来、魔術は姿を消し、この生命の秘密の認識と知恵は失われ
（ＱＪａ） 
この生命の魔法を認識する魔術への願いを書いたのが『魔術師の幼年時代』（一九二三）である。その始めの部分
でインドの踊る両性具有のブロンズの神像をメルヘンふうにユーモラスに描いている。幼年時代は魔法に糸ちてい
た。すべてが魔法の中だった。「あらゆるものが」魔法の中で「変ること、解体し新生することを憧れ、ねらい、
て久しい。
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秘
」
が
少
年
は
そ
れ
に
耐
え
て
い
た
。
」
そ
の
「
神
秘
な
力
」
は
「
小
さ
な
踊
る
像
」
か
ら
出
て
い
た
。
（
母
方
の
）
祖
父
の
ガ
ラ
ス
戸
棚
の
中
の
こ
の
像は、その魔法で「仮装した森の神。〈－ソ」・笛で誘う。〈－ソだった。「活発な少年」の舞台は森と歌だったから。
だがその持主の祖父がこの魔法を解き明かしていた。彼は二十年余り宣教師としてもインドで過し、インドのいく
つかの言葉に聖書を翻訳し、マラャラム語大辞典を一一一十年かけて完成している。地球のもっと大きな部分に十億も
の人間が、｜‐私達と別な信仰」、神乾と道徳をもって生きていることを、彼ほどよく知っている者はいなかった。彼
は
老
「
賢
者
」
だ
っ
た
。
そ
の
目
に
は
「
世
界
の
悲
し
み
と
活
快
な
知
恵
」
が
流
れ
、
そ
こ
か
ら
「
孤
独
な
知
」
と
「
神
の
よ
う
な
茶
目
っ
気
」
が
溢
れ
て
い
た
。
「
善
意
の
潮
り
」
と
「
知
恵
を
包
ん
だ
微
笑
」
を
湛
え
て
い
た
。
そ
の
す
べ
て
が
「
あ
の
非
常
に
古
い
神
秘
」
が
出
て
く
る
「
大
き
な
故
郷
を
」
示
し
て
い
た
。
そ
し
て
あ
の
像
も
、
そ
の
神
秘
が
踊
る
像
な
の
だ
と
い
う
こ
と
も
、
直
観
的
に
こ
の
像
の
踊
り
は
そ
の
顔
と
共
に
い
つ
も
変
化
し
て
い
た
。
あ
る
時
は
異
国
の
「
不
可
解
な
国
民
に
崇
め
ら
れ
て
い
る
」
「
異
様
で
わ
ら
ど》」かおどけた人形」だった。またある時は「名状しがたく無気味な」「魔術の産物」だった。仮借ない性悪さで
「犠牲を物欲しげに求めて」いた。「潮笑しているよう」だった。いや、「私が彼を噸笑するようにと、またその上
で
私
に
仕
返
し
を
す
る
よ
う
に
、
私
を
そ
そ
の
か
し
て
」
い
た
。
横
目
を
使
い
、
よ
く
目
つ
き
を
変
え
、
信
頼
し
難
か
っ
た
。
そ
う
か
と
思
う
と
そ
れ
は
「
完
全
な
象
徴
」
の
中
で
身
を
堅
く
し
た
。
そ
の
「
恐
し
さ
も
滑
稽
さ
も
、
醜
く
さ
し
美
し
さ
も
、
善
さ
も
悪
さ
も
」
い
か
な
る
具
体
も
拒
否
し
て
完
全
な
暗
示
の
中
に
閉
じ
こ
も
っ
た
。
だ
が
そ
の
「
背
後
に
、
神
が
、
無
限
が
宿
っ
て
い
た
。
」
そ
の
像
、
、
、
、
の名は知らなかったが、大人になってそれを知った時と同様にそれを「よく知っていた」。「それは父で母、女で男、
、
、
、
太陽で月だった」（傍点筆者）。そして彼は一」の踊る像を「後年、私はシヴァ、ヴィシュヌ、神、命、プラフマン（梵
天）、アートマン（真我）、タオ（道）、永遠の母と呼んだ」と。
こ
の
像
は
、
．
〈
Ｉ
ソ
の
笛
と
、
祖
父
で
あ
る
老
賢
者
の
「
孤
独
な
知
と
神
の
よ
う
な
茶
目
っ
気
」
が
溢
れ
る
眼
差
し
の
中
で
、
あ
の「生命の魔法と秘密な可能性」を踊っていた。それは「世界の悲しみ」と「快活な知恵」を語りかけていたが、
（２ｃ） 
この像同様に容易にはとらえがたかった。拙論でも見、また一部後述もする、一九一九年いらいの中篇や小山川はゑ
なこの踊る像が導く魔法実験である。そして、『シッグールク』（一九二二）のあと、再び彼が戦慨して予見する祖
「知っていた」。
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プ
ロ
セ
ス
国ドイツの人をおよび彼自身を翻弄しはじめた運命の中で、この像の踊りに身を．まかせきる過程を『荒野の狼』
（一九二七）で書いて、この踊る「神の笑い」を聞きとる。道は開かれ、やがてこの「快活な知恵」を手にする。
最後の大作『ガラス王演戯』（一九四二年刊。三一年から十年間、大戦の中Ｊも順次発表されていった。）がそれだ。ナチスを
生む運命の椰楡に翻弄され、狂気にひき裂かれてゆく友らに、生命の秘密の可能性を、深い愛の中で語りかける長
篇である。その僅か一頁だが、直接この踊りを書いている。
あ
と
いわばナチス・ドイツと対極のユートピア・カスターリェンをＪい）去り俗界に出る決意をする主人公クネヒトが後
（▲⑩） 
こ
う
ご
う
に残る親友に語る古代インド神話の知恵である。その神話は、原初の「神をしく」「光ｈ／卸く」黄金時代から始与ま
、
、
、
、
る。やがて世界は病糸、その悲惨と粗暴は「四つの時代の終りには、笑い踊るシヴァによって踏みに下しられ減ぽさ
、
、
、
、
、
れるにふさわしいほどになる。「‐‐‐－しかし、それで終りはしないで、夢承るヴィシュヌの微笑をｊい）って新たに始輩
た
わ
む
》（》」。ヴィシュヌは「戯れる手で、新しい若☆しい」「世界を創造する」。（傍点筆者、以下同じ。）「比類なく聡明に苦
悩に耐えるこの民族は、戦傑と恥じらいを＄）って、世界史の」「永久に回転する欲望と苦悩の車輪を、ながめ」、
「人間の欲望と悪魔性、同時に人間の純真さと調和への深いあこがれを見」、「被造物のもろさと美しさによる悲劇」
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
を現わす「》」の糸ごとな比嗽を」発見した。「階落した世界を踊って破片にしてしまう強大なシヴァの比楡、横に
、
、
、
、
、
、
、
なって》まどろ象」「神念の夢から戯れながら新しい世界を成立させる微笑をするヴィシュヌの比噛を発見したの
だ。」そしてクネヒトは、いま彼をカスターリエソから＄）出てゆかせる八快活なユーモアｖを語る。この「快活さ
、
、
、
、
、
、
（国の一戸のＨ岸の獣）はほかでＪい）ない。勇敢さ、世界の恐しい』い）のや炎の。まっただ中を縫って、快活に微笑しながら歩
、
、
、
、
、
、
、
み、踊ってゆくこと、蟻牲をはなやかにささげることだ。」「ぼくはＪい）うその快活さを放棄しないだろう。不幸にな
ってＪい）、苦悩に陥ってｆ）。」
こ
の
微
笑
す
る
快
活
さ
は
、
死
神
が
翻
弄
す
る
運
命
を
シ
ヴ
ァ
の
「
笑
い
」
の
中
で
「
踊
り
つ
つ
」
、
自
分
の
運
命
と
し
て
「
ヴ
ィ
シュヌの微笑」の中で広く深く踊るアートマンの快活である。それは、「世界の悲しゑ」を背負って、どこまでｊい）
この世のＪい）のでありつつ「この世のＪものでない」を生きる、獣と人間をとＪい）に包み踊る「快活な知恵」である。
カ
ル
ペ
カ
ル
マ
カ
ル
ィ
ヒンズー‐では、宇宙の線返す劫（各周期）の中で、人はその行為の結果である業を生糸、その業により生滅存亡
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も
や
マ
リ
２
つ
Ｉ
．
Ｔ
Ｉ
ヤ
（
｛
、
ａ
）
を繰返す。だがその業は「最高の実在と知と歓喜」である諺フラフマンの戯れと幻である。マヌ法典第一章によれば、
プラフマン（中性）はすべての対立を超え、一切の対立を揚棄する永遠不滅の根源因であり、「存在する．ものと存在
い可）
しないＪ一℃のを自らの内に包含する」聖なるオームである。オームとは根源音である。根源の生命の息が発する原初
カ
ー
オ
ス
の声であり根源的祝福である。そのオームは混沌から思念で水を創り、輝く黄金の卵となり、その中でプラフマ，‐
（男性）となる。彼は内からその卵を二つに割って天と地と中空を創り、やがて自身から「存在する０屯のと存在しな
□
・
Ｉ
ト
マ
ン
あ
る
じ
いｊ一心）のを自らの内に包含する霊」、「神的我」を生糸、それが「主であって人格を意識する●目意識を生糸」、その目
（６）皿）
意識が物質を知覚する慰官を生む。この霊と自意識と感官が人だろう。アートマンは、もとｊ｜もと呼吸を意味する。ヘ
セッが前述『戦争と平和』の中で、人が呼吸するとは殺しあう運命を、もつということだと語るのは見た。その個我
ア
ー
ト
マ
ン
け
Ｉ
ラ
が神的我を呼吸してプラフマソの戯れを「微笑し踊る」のを、ヘッセは生命の秘密な可能性というのである。生命
の魔法とＪ一℃言う。その具体をシヴァとヴィシュヌが笑い踊って導くのだ。
この生命の魔法はクリシュナも導き具現する。ヒンズーは時代や地域での状況に応じ礼拝の対象となる特定神格
（Ｆｎ口、】）
０
１
ラ
ー
》
Ｉ
ヤ
を最高視する交替神教（マックス・ミューラー）だ。破壊と死と戯れて再創造する神がシヴァなら遊戯と幻を戯れて
マ
ー
ヤ
保持する神がヴィシュヌ、とｊい）に、撹乱・破壊でか、幻の摂理でか、創造し救済する万能神である。一一一一世紀頃
（それ以前はシヴァはまだ主神でなく、プラフマンとヴィシュヌが並び、混狡していた。）クリシュナはヴィシュヌと同一視
され、後代にはその化身となる。ベンガルなどではクリシュトと呼ぶところから、アーピーラ族が伝えたキリスト
の話をクリシュナだと思い、幼児虐殺や処女降誕などのキリスト生誕神話を彼に合せたとの説をヴァンダルカルは
（Ｔ０ａ） 
、
、
紹介する。絵では少年期の彼は少女そっくりに表現されている。彼の横笛と踊りのなかで女達は忘我脱白］し幼児
、
、
う
ら
ぐＵａ）
（始・まり）に還り、性の区別を超えて両性具有となり、男達・も裡なる女性性を引き出される（山口昌男）。バラタ国
王位継承で争う王子ら（ターンダヴァ家）と従兄弟ら（カワラヴマ家）の同族戦争で、同族殺しを鰐曙するハムレット
リ
ー
リ
ー
型王子に、善。悪ｊい》愛・慣，も同一の根から生承、それらを同一結果に導くプラフマンの「戯れ」を、供笑しつつ男
（句ｒ０ｍＵ）
敢に「踊りぬく」よう説き（「バガヴァド・ギータ」）、参謀として導いては快活縦横の策を用い、戦況不利に陥るや
め
（ｏｏ０ｎ】）
天外の奇想で撹乱し、敵，劃も開いた口が閑がらぬ華やかな残酷さで殺致し局面を開いてゆく。あきれかえる快活さだ。
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ここではまるで破壊神シヴァが笑って踊ってでもいるようだ。クリシュナはその膨大かつ多様な伝承を一貫して、エ
いたずら
ロス的トリック、悪戯で、善悪両極を包んで踊り、幻惑し、導く。そのなかで男も女も、脱自して踊り、笑い、時
間からも脱自して、現実の性による差別と対立を解かれ、すべての人間の始り（幼子）に還る。そしていっさいの
ア
ー
ト
マ
ン
「存在するものと存在しないものとを自らの内に包含する」「神的我」の中から、笑いつつ、限りなく多彩に「い
ま」を踊り出てくる。限りない他者（敵対相手もその悪も）を受けいれ、一緒に踊る「生命の魔法」、。神性」である。
（７，） 
（信徒は、この神への「忘れようとしても忘れられない取り愚れたような愛」の中で、この戯れに加わり、労は髪を長くのばし女
（８ｃ） 
の姿をすることでこの神への信愛を表現し、霊的指導者は礼拝では女性の風をし、最高の「実在」と「知」と「歓専」を受ける
（７ｅ） 
、
、
、
、
ことを願う。）シ」の（すぺての人間が始まる）原型を呼吸し、頬笑承、独り戯れるのが幼子クリシュナである。「マハ
（８．） 
カレ。ハ
ラー静〈夕」は、聖仙マールヵンデャが見た壮大な幻を語る。幻の中で、彼は交替する劫を見、その交替をも最後に
滅ぼす大洪水ｌ始源の暗黒洋上を漂い、不思議に残る地の一点に輝く光の中での幼子の戯れに忘我し、その吸う息
力
心
パ
カレ》ヘ
カ
ー
リ
に呑承こまれてその体内で、それぞれの劫での一一一界のさ主をまざまざと見る。その奥には劫を定立する死神「時」
の姿も見える。だが、忽ち幼子の吐く息で外に投げだされ、洋上へと堕ちてゆきつつ、また幼子の笑む流し目を浴
び、さてはヴィシニヌ・クリシュナにおわすかと抱きすがろうとするや一切は消え、身は僧院にいた、と。一切の
対立を超えた実在と知と歓喜に導く笑いであり戯れである。
ふ
ち
》」の戯れる両性具有の魔術を死の縁まで踊り、未聞の新生へと踊るシヴァがやがて現われる。古いヴェーダ時代
ブ
ラ
ジ
ャ
縄
デ
イ
あ
る
じ
の創造神達の一人、ダクシャは（ヴェーダ時代では非アーリアンの神シヴァはまだ魔族の主で、主神ではない・だから）シ
ヴァを讃美しない。それなのに（すでにヒンズー時代に入った）娘神サティはシヴァにもう心を捧げている。ダクシ
の
の
し
、
ャは娘の心を奪うシヴァを、いぶかしさに包まれつつ罵る。その中で期せずしてシヴァが映し出されている。祠柵
、
、
、
を破壊する奴」、「化物や幽霊をひきつれ墓場をさまよう奴」、髪ふり乱し、頭骸骨の飾りをつげ、「狂人だ」、「狂人
（６ｂ） 
の愛人だ」：．…奴は「四つのどの階級でもなく、男でも女でもなく、だからといって去勢された男でもない。奴の
リ
ソ
ガ
（９ａ） 
．
、
、
、
、
男根は礼拝されてるんだし」……。去勢された男はもう男でなく、さりとて女ではない。男でも女でもない。それ
は男でも女でもある、と同様、幻惑忘我の踊りにつれこ糸、脱自の中で男と女の区別や対立、いや、階級区別も含
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7５ 
めてすべての区別また対立の「柵を」はずし「破壊」して、始まりに還す（上述クリシュナで見た）魔術である。女
性学者オーフラハティは、「ヒンズー神の両性具有の姿は、あらゆる対立が融合している神への畏敬を現わしてい
（９ｂ） 
る」という。その中で、彼女はこの一示教での男と女の社会関係の多様な原郷回復形態を見てゆくが、それ以上は踏
承こまない。だが安易な対立の融合はこわい。政治次元でも、内部に競合する緊張をもたない「融合」はこわい。
自由に競争し活溌に競合する対立や区別を内にもたない「統合」や「混融」は、柿しい・融合した単一性の両性具有
、
、
など化物だ。戯れない両性具有もお化けである。踊りを捨てて、高みであらゆる対立・区別（神秘性と人間性、神性
と人性、男性性と女性性、男性と女性、等色を無際限に融合し、あるいは一方的に統合する神は、どんな名称で呼ばれ
ようと悪魔的だ。いつでも悪魔的になる。個人の場合でも、内部で、性格であれ人格であれ、二つの人格、三つの
人格、二つの性格、三つの性格、いや、百でも万でも無限の区別をもち対立も競合もする性格や人格の軽やかな緊
張を踊る快活さを手中にすれば、神的ユーモアも生れよう。二重人格への脅えも、獣への衝動的分裂や錯乱への不
安をも軽やかに大きく包み、踊り導く神的ユーモアだ。そんな神的ユーモアを出現させるのをめざす魔術なのだ。
だからシヴァヘの讃美に「あなたは神でも悪魔でもない、人間でも獣でもない、男でも女でも、去勢された男でも
（９ｃ） 
、
、
、
ない！」もある。のちに魔神群と戦う軍神になるシヴァの息子スカンダは、踊るシヴァを「》」れは母さんだ。いや、
、
、
、
違う。母さんのはずはない。母さんには顔半分にざらざらの赤ひげなんてない。声」りや父さんだ。いや、違う。父
、
さんのはずはない。父さんの胸におっぱいなんて知らない。じゃあ、いったい、誰れだろう。岸」れは誰れなんだ。男
、
（９．） 
だろうか、女だろうか。それとももつと別なものかしら。」といぶかしむ。その奥には笑いが出番を待っている。
（９ｅ） 
このシヴァの踊りは一○八種あるという。まだ少かろう。代表的な三つを挙げよう。第一がターンダヴァの踊り
だ。その名称はクリシュナが参謀になって戦わせたあのターンダヴァ家の、という意味か。誰にもまだ不明だが、
筆者はそんな想像をする。》」の踊りは破壊の身の毛よだつ死の戯れ、内部に優美でニロティクなラースャ・ダンスも
ア
ン
ヒ
パ
レ
ソ
ツ
（９ｆ） 
あり、その包むあらゆる相反共存で誘いこむ、極度に緊張した踊りである。その中でシヴァは無制約の衝動、黒い
シ
ャ
ク
テ
イ
レ
ヤ
ク
テ
ー
怒りの女神カーリを制御しつつ踊るといわれる。ヒンズーでは、意志し行為する男神の情念、力、産出力、エネル
ギーは女神達になる。洞察する意志（男）に対する盲目的無意識や衝動（女）と言えば叱られるか。だがどの彫像
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（、）
ｊも男神の現実の身体は、乳房の有無だけでみな女体だと佐藤宗太郎は言うが、筆者ｊも同意する。両性具有魔術を踊
る神達だから当然だ。シヴァの半身は優しい母、苦行し瞑想する貞淑な妻から怒りの女まで無数にいる。怒りで黒
くなった女神カーリは、魔神の首領の首を喰い切り、とび散る血から生れる魔神達を同様、喰い切り血を呑んで、
眼はドロンと血に酔い、舌は垂れ、喰い切った腕を首飾りにし、無数の死体の上で踊る。止めようとするシヴァを
（、）
死体の上につ塾ご倒し、彼の胸と腹の上でなお怒りを踊る。その無制御な破壊を制御しつつ戯れるシヴァの踊りだ。
（９９） 
オーフラハティは諸伝承を挙げこう語る。修行する貞淑の妻パールヴァティｊも、シヴァが永劫に続く苦行で瞑想に
沈承彼女の存在すら気付かぬのに苦しむ。苦悩するシヴァをなお脅やかす魔神を、ヴィシュヌが助けようと、妖艶
ごぴ
な美女になって誘惑し編す。その美女はシヴァの腕の中で誘惑の流し向口を送る。悪魔を誘う媚なのだが、誤解した
・ハールパチは怒りで黒くなり、カーリとなりその女を殺すか去勢しようとし、このこわい踊りになる、と。このヴ
ィシュヌ変身の美女の優美でエロティクな戯れがラースャ・ダンスだとも言われ、奥にはヴィシュヌの「神のよう
リ
ー
ヲ
ー
マ
ー
ヤ
な茶目っ気」の戯れや幻Ｊもある。オーフラ〈ティはアポロに収束してゆくディオニュソスの踊りというが、ヴィシ
ュヌは彼女があげる諸伝承中でも、性転換したり、トリックスターになったり、ブランコに乗って揺れていたり、
リ
ン
が
主
九
太陽神アポロ同様、隠れて両義で誘い戯れている。、ハウマンは、横たわるシヴァの上で、男根を跨いで踊るシャク
ン
ヤ
ク
テ
イ
ティのベンガルの絵を語る。シヴァが踊って「出産させ」あるいは「産む」力、妊孕力は、カーリ、、ハール雫ハチそ
の他の女神達とによるぞっとする死も予感きせ狂鋒するオルギーで豊饒多産を促がし、あるいはその陣痛でプラフ
マン・アートマンの梵我一加を生む。。ハウマンはヨーガ・シャクティ派にかぎらぬ壮大なエロースのシャクティズ
（皿ａ）
（ｑ）ｅ） 
、
、
、
、
第一一のは夕映えの踊りだ。日没は光の昼を夜の闇が呑糸こむ境界領域で、光と闇との一一つの力が激しく戦い戯れ
、
、
、
ろ両界領域だ。その緊張の目くらむ夕映えを、白雪のヒマラヤ山上で、他の主神達とその妃の女神達の楽や手拍子
（９０，） 
で、万神に見守られて踊る。第三のナダンダの踊りは、松柏の森に住む一万の異端聖仙の愛知の激論（苦悶）を椰楡
ブ
イ
ロ
ゾ
フ
イ
ア
ペ
ク
ヘ
ィ
ァ
マ
ニ
ヤ
し怒らせ愛知の狂熱、狂気にひきこむソクラテス舞踊（後章）だ。例のヴィシュヌｊもとＪ小）にいるが、ここではシ
マ
ニ
ヤ
ヴァが美女に変身して誘う。誘いこむ愛知の乱心をシヴァは踊汎ソ導く。彼らの苦悶や怒り（後章のプラトン『饗宴』
ムを見る。
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こ
び
と
でのソクープテスで見るが）は、彼らがシヴァに向って繰り出す猛獣や凶悪腰人だ。シヴァは襲いかかる猛虎を笑って
こ
び
と
爪で生皮を剥ぎ、身に土生とい、つぎの大蛇は花輪のように首にかけ、凶悪倭人を踏まえて、笑いながら踊る。その
霊妙の踊りに彼らは心奪われ、突如、天開け、悟る。『魔術師の幼年時代』でのブロンズの踊る像はこの第三のが
素型といわれる。（ブロンズ像は、飼いならした蛇の上で踊るクリシ・丁・蕊。）焔の円い輪の宇宙（大蛇でもある）を光
背に、右足で綾人を踏んで踊る。軽やかに拡げた四本の手から拡るリズムを、高く挙げた左足と同方向に突き出し
た左手の強い破調でひきしめ、妖しく誘う。表情にｊも肢体にも、以上に見てきたシヴァの踊りのすぺて群通る。そ
、
、
、
、
、
、
の焔、手の太鼓、踊る手足で、破壊・混乱し」幻惑で世界を創造・発展させ、保持し、解放救済するという。これを
、
、
シヴァ派はこう説く。シヴァはその体の各部から「五つの真一一一口」を発し、陰蔽し破壊して創造し、保持し、祝福す
講刑）その中で、束縛（魂の知力と行動力を覆い隠す汚れや難》詩》それらをシヴァが統御して陰蔽する束縛）が熟し（まさ
にほどけよう」》凶｝、人々は（礼拝で）ターンダヴァその他すぺての踊りの内容を、笑い、歌い、踊り（その所作で、
（７ｅ） 
麻酔にかかり、しびれ、なまめかしい恋のそぶｈ〃、ばかげたこと、非難されることをし）、シヴァの祝福に参入する。
、
、
、
、
、
、
思わずＪもヒンズーを語腕ソすぎた。後章のための示唆に止め、別の機会を俟つ。統合と捲き返しの民族文化史がつ
くる両性具有魔術をもつこの宗教は奥深く広い。保持による創造救済の他方の主神ヴィシュヌについては、上述ク
リシュナで想像されたい。ただ、以上に見てきた混融するシヴァとヴィシュヌを、人びとは限りない驚嘆と親愛を
（９．１） 
こめハリハラ（顛胃】ザ四国）と呼ぶ。｜神ハリハラの像は多い。それぞれの腰しい伝承、神話を、その四本から十本
の手の持物や身にまとう飾りなどで力動的に表現している一神像だ。
『荒野の狼』の主人公〈リー・ハラー（国胃匂思］一関）の名はこのくり・くう神が背後にある。（それは『荒野の狼』
（３ｂ） 
の分析で改めて実証する。）両者の頭文字はヘルマン・ヘッセのＨ・Ｈでｊもある。『魔術師の幼年時代』は言う。幼年期
から彼は、大人の妥協としか見えぬ「現実」を「時にびくびくしつつ、時に潮笑的に、拒否しがちだった」。そして
その「現実を魔法にかけて変える」「燃えるような願い」をいつも抱いていた。その現実は、やがて外の現実から
内の現実に向い、作家になってからは「自分の創作」の中に「姿を消して名前を変え、意味の沢山ある名の背後
に」入る「試象を」してきた。その幼年期の願いの形の一つに、「忘れられ埋められている宝を魔術の力で堀り起
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長篇『荒野の狼』Ｃ九二七）は、それだけ別に扱わねばならない質と戯をもち、別の機会に委ねるが、このハ
リハラ神が仮装したハリー・〈ラーが、いや、背後のハリハラ神自身がつくりだす両性具有魔術についてだけふれ
ておこう。この小説はこれまで、ヘッセの異様な激しい告白小説といわれてきた。だが、もし自己告白なら、長箭
（Ｍｎ） 
の最初でハリーを紹介する『編集者の序文』が、最高級の讃嘆する形容詞で埋まるのは、いかに異様な激しい自己
告白でも、おかしい。編集者の青年は、ハリーを「見知らぬ海の向うからやってきた」ような「異様な」人物と感
じる。「無際限な、恐ろしい苦悩の能力を養った」、「深淵のように絶望的に悲しい」「並外れた天分の」……人物で、
青年はいつもその「愛すべき痛ましい微笑」で優しく「皮肉られている」と感じる。いやがる彼をひっぱっていっ
た「有名な人」の講演に対し、「彼の眼差し」は「強引な皮肉」で一瞬にその「有名人を打ちのめした」のを見る、
といった調子である。続く『手記』も『論文』も『統手記』も柔な「狂人だけのために」の小見出しがついている。
回マンテイプッニ’イロニー（２ｆ）
小説全体が細部にわたる全構成で誘い揺ぶっていて、小説は、終りなきロマン的椰楡をかたちづくっている。終り
なき、とは始まりということである。始まりは読者の中で起こるなにか、である。一九六○年代後半、やがて世界
的規模の大学紛争に波及する胎動の中でアメリカからヘッセ・ルネッサンスが起こるが、それはこの小説からであ
ツ
ユ
テ
ツ
ペ
ン
韻
ル
ブ
る。それはアメリカの『荒野の狼』楽団の熱狂で始まり、声」の小説はヒッピーのサイケデリック魔薬体験の聖なる
（２．） 
、
、
指導書、聖書にもなる。小説全体がいわば両極的に誘う両性具有魔術だからである。そんな柿しい毒をももつ三」の
小説は、だが途方もない「ユーモア」を小説中の『論文』で指し示し、最後の魔術劇場を導びく。〈プロにこれは
ヨーモァ学校」だと何度も言わしている。だがユーモアはその凄じいオルギー（ターンダヴァ・ダンらに隠れ
こし、死人を甦らせ」その中に「姿を消す」願いがある。その宝、死人が、古代インド神話のハリハラ神なのだ。
「姿を消す一」とはとくに切に願った。」この「自分では認識しながら、よそからは決して認識されない」「修練」が
「私の生の歴史の其の実質だ」と。ｌこれこそが一九一六年いらいヘッセが自覚的にそこに向った「外を内に」、
「内を外に」する修練である。
Ｈ 
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雀
か
ていて、現われない。その「｜，‐モアは最終出口で唐突に読者に委される。多くの研究書がこのユーモアを生むイロ
ヘ
ル
マ
プ
ロ
デ
イ
ズ
ム
ニーの構成を見ていない。この小説の男女両性具有の魔術が見えないからで、それはまだ両性具有魔術そのｊものが
（嘔）
未開拓の領域だからだと筆者は考える。たとえばこのユーモアを、ヘッセは、三年後のクーピンヘの手紙で「ドイ
ツの教授達がそう呼んでいるような』い）のでなく、なにか途方ｊい）なく苦痛で困難なｊもの（の亘百画、ぐの墨月買ＣＣＨ己晒の⑫
自旦四日芹の⑪呪わしく茨にみち粗交しいものとｊも訳せる。）だ」と書く。クーピンヘの深い共感の中で。アルフレット・
プ
ヲ
ウ
ニ
・
ラ
イ
ク
ー
クーピンは一時、幻想絵画集団青騎士にｊい）加わったこと判じある孤独な画家で、ポッシュやゴャやムソクに繋がる
（肥ａ）
素描画家である。すでに一九○八年に小説『対極』を書いている。世紀末の黙一不録のような小説である。中国の
ロシアに近い辺境での、姿なき独裁者による夢魔の暗黒帝国の出現と崩壊の予言である。最後の数行にはこんな言
葉ｊもある。「ぼくがその後、あえて生きようとした時、ぼくは、ぼくの神が半分の支配権しか持っていないのを発
（咽ｂ）
デ
ミ
ウ
ル
ゴ
ス
ヘ
ル
ービソと共感するユーモアなのだ。ィ。『’１
見した。」「嵩高な局面も、軽口の、噸笑の、皮肉の手に落ちることはある。」そして終行はただ一行、「造物主は半
マ
フ
凶
デ
イ
ト
ス
ヘ
ル
許
フ
ロ
デ
イ
ズ
ム
陰陽だ」である。この両性具有造物主の柿しいターソダヴァ・ダンスとそのぞっとするイロニーである。このク
（Ⅳ） 
ハソス・マイャーは講演『ヘルマン・ヘッセと魔術劇場』で、魔術劇場を「中世への始圭季っている回帰」だとす
る。一九二五年の『自伝素塾の「私は近代が終りに向う、中世への始まっている回帰の寸前に生れた」という書
き出しの言葉と、この自伝結末の魔術に立って、そこに一九一九年いらいのへツセのすべての小説の最終場面を見、
「現実の耐え難さ」から逃避する魔術がつくる神秘主義世界を見る。だがこの『自伝素描』Ｊもあのクーピン宛の手
、
、
、
、
、
、
紙のユーモアが生んでいて、『魔術師の幼年時代』同様の半ばユーーモァのメルヘン風で、しかｊい》これからのこわい
予測伝記まで書きこんだもの（『自伝素描』序文）だ。中世への始まっている回帰の「寸前に生れた」というユーモア
を見るべきだ。この誘うユーモアで既に魔術が始っているのＪい）。自伝らしい主人公は確かに何度ｊも「魔術なしには
この世は」「また現実は耐えられるものではない」と言う。だが、「この世」、この「現実」には、文中で「これは人
、
、
、
、
間の運命全体に関わるｊものだと感じ」つつ「声」の世界のすべての戦争と殺意、すぺての軽はず率と粗暴な享楽欲と
、
、
カ
ー
オ
〆
臆病さとを自分自身のうちに再発見した」現実Ｊも入っている。主人公はこのぞっとする「混沌を」煮たて、この
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、
、
「現実の運命よりｊい》強力な生命」を発見する「魔法」に専念する。その魔法に、既成の人格形成小説の枠に入らぬ、
オ
ペ
ラ
魔術的「綜合楽劇」ｊもある。だがそれは、モーツァルトの『魔笛』がすでにあるのに気付き、やめ、いろんな魔術
を実験する。そしてマイャーが講演をその場面の引用から始める、この作励の最終場面も来る。「私の心の中の小
さい生きた炎によって」「邪道の」黒魔術にＪも踏糸込承、七十歳を越え二つＪも名誉博士号を授与されたがら「若い
娘を魔術で誘惑したかどで」投獄される。そしてわずかに許可された「絵をかくこと」に「創造の原始的喜び」を
求め、「無限の魔術を呑ゑほし」ながら牢屋の壁に、生涯の全感懐をこめた楽しい風景のすべてを描きこんでゆく。
だがうるさく呼び出し、彼の「正体を追求して」彼の弁明を信じず「罵る」役人どもの「現実」が、顔を出す。
「魔術なしにはこの世は耐えられるものではない」と妓後に咳き、あっけにとられる魔術で作品は終る。呼出しに
きた役人を待たせ、書きかけの絵の中で山中のトンネルに入ってゆく小さな汽車に乗りこぷ、絵ｊい）ろと永）そのトン
ネ
ル
の
中
に
消
え
る
。
マ
イ
ャ
ー
は
へ
ヅ
セ
が
日
記
に
録
す
こ
の
魔
術
の
中
国
の
典
拠
を
示
し
、
こ
こ
か
ら
へ
ツ
セ
の
逃
避
魔
術
を
語
る
。
だ
が
筆
者
は
こ
の
、
ゴ
ャ
晩
年
を
思
わ
す
魔
術
に
、
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
の
最
後
の
場
面
を
思
い
出
す
。
わ
が
手
で
両
眼
を
扶
っ
た
せ
り
ニ
オ
イ
デ
ィ
プ
ス
王
が
自
分
の
運
命
を
呪
う
科
白
の
中
で
描
き
だ
す
、
辿
っ
て
来
た
楽
し
か
っ
た
全
風
景
の
描
写
で
あ
る
。
彼
を
育
く
ん
で
き
た
美
し
く
楽
し
い
牧
歌
的
風
景
だ
っ
た
。
そ
れ
で
欺
き
彼
を
操
っ
た
憎
い
運
命
、
そ
れ
を
呪
う
悪
魔
的
破
壊
的
衝
動
の
激
情
の
中
（Ｄ』ｅ）
に、いつか神的創造的衝動が生れている、作者ソフォクレスの魔術をである。（これが悲劇のユーモアであｈ／、ヘ
ッセがクーピンに見たユーモアである。）オイディプス王の背後には、運命が椰楡するイローーーでアポロとディオ
ニュソスがいる。（『荒野の狼』のあとの『知と愛』はマイャーの言うように中世を舞台とするが、このイロニーやユーモアが
やっぱり魔術的に奥にある。主人公らの名の魔術からでＪい》わかる。他のものｊもそうだ。）
『荒野の狼』で、こんなターンダヴァ・ダンスに導きいれるへルミーネ妖術が男女両性具有のそれとして醤きこ
まれている個所だけをつぎに挙げる。（そこだけで邦訳全集版でｊ⑪）上下二段組糸で七○頁はある。引用はその一まさどの砂一
粒である。）
「
こ
の
生
き
え
な
い
こ
と
と
死
に
え
な
い
こ
と
と
の
あ
い
だ
の
耐
え
が
た
い
緊
張
こ
そ
、
私
に
」
こ
の
少
女
を
「
重
要
に
し
た
も
の
だった。』……「突然、その（彼女の）顔全体が、仮面の空洞の目からのように、底知れず、真剣さを、悲劇だけ
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8１ を語った。」だがその目はすぐに「冷たく明るい自覚した悲み」の目になる。口は重苦しく話していたが、口元や
、
、
、
ひ士
唇や稀に見える舌の先の動きには「甘い戯れる官能と熱い悦楽の欲望ばかりが流れていて」、「額いの隅から、時盈
命令をはたし、私を殺すのよ・そのことなの。もう何も聞かないで！』」（傍点筆者・以下同じ）（Ｍｂ）
生きた呼吸のように、例の男の子そっくりの男女両性具有の魔術（ずの吋日：耳・旦匡、・ずの昌一ロ巴の）の波が溢れ出た。」
「不安で堪らないのに、」「半ば放心状態で、私は」「注意ぶかく聞いていた。」『あんたはきっとそうするわ。私の
つぎはカーニ。ハル仮装舞踊会のごく一場面である。ハリーだけは依怯地に仮装してない。……彼女はその男の扮
、
、
装で、中立的に、距離を置きながら、眼差しや話す一一一口葉や身ぶりでは、女性のあらゆる魅力をもって私を取り囲ん
だ。指一本触れないのに私は彼女の妖術（臼目ケ日）に負けた」。「その妖術は男女両性具有のそれ（の冒扉日日四‐
（ｕｃ） 
□ずＨＣＳ爵・可の⑰）だった。」彼女の続いている妖術の中で、二人は幼年時代やヘルマンや「性的成熟以前の日念のこ
、
、
、
、
、
、
、
と」を語りあう。》」の妖術の中で浮び上ってきた》」の「日点は」、「若☆しい愛の能力が、男と女の性だけでなくす
べてを、官能的なものも霊的なものをも、包承、その能力は、すべてのものに、愛の魔法とメルヘン的変身能力を与え
ていた。」その日食は「選ばれた者や詩人には、後年でも甦ってくる。」（この「日垈は両性具有魔術に象ち、その真
、
、
、
中にあの踊る像がいるのは１節で見た。）シ」の話の妖術の間じゅう、「彼女が演じる」「青年」は、「才気に承ち」、「軽
、
、
、
、
、
妙に語り」、「潮弄するのを楽しみ」……その「すべてはエロースにくまなく照されていて（、一一の②急胃ぐ：固吋。、
、
、
、
、
、
、
：ＨＣげぃ、嵐のロの巳）私の感覚に伝わる途中で優しい誘惑に変わった。」その夜、彼女は「なんと水の精のように、戯
、
、
、
れつつ私に甘い毒を飲ませたことだろうＩ」。そしてヘルミーネが導くターンダヴァ・ラースャ・ダンスが始まる。
その終りに巨きな笑い声を聞く。完全に両極を具有して彼を包む神の笑いだった。
以上は、ヘルミーネがハリーを魔術劇場に導く導入部にある。魔術劇場の中では、上記の如くサキソホン吹き、〈
（四）
プロは「笑うことを学ぶユーモア学校です」と一一一戸う。ヘッセはやはり一一一年後のある手紙の中で、この劇場は「私に
とって究極的な価値をもつ重要な形象Ｓ旨）であり容れ物（島①国昌の）です。私はこれほど私にとって聖なる
ものをいままで書いたことはありません」と言う。四戸国昌一のは像、覆面とも訳しうる。そう訳せば、ヘルミー
ネにもあてはまる。魔術劇場の拡がる全振幅が、劇の終りの場面で最終的にヘルミーネ像を明らかにする。
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，ハゥマンは、アイルランドから南インドに及ぶ前期インドゲルマン文化圏に共通する一一一面柱像を、一神像の男女
（、ｂ）
両性具有表現だとする。シヴァの左右に出ている鱈の顔と糠のない顔は、シヴァー神の男女両性具有が妖しく溢れ
オ
ル
ギ
ー
でる顔で、四本の手にもつ持物が象徴するシャクティの力で誘う「死と誕生」の狂舞を示す、と。それを、彼はヴ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
アチヵン美術館のローマの一一一面柱像、ビーナスと髭のへルメス神を左右に持つヘルマフロディーテ神（表面的表情が
、
、
、
、
女性的なら女性形へルマフロディーテ、男性的ならヘルマフ向ディトス・適宜に使いわけるが、本質は同じ・ヴァチカンの像は
オ
ル
ギ
ー
ローマ中期のものだろう。）に見て、その共通性に驚き、奥に同じ死と誕生を媒介する狂熱を見る。彼はこの一二面柱像
、
、
、
、
（吃ｃ）
を始源のあえかなアフロディテとニロース神と琴をかなでるヘルメスの三身像に遡りうると語る。ヘルマフロディ
、
、
、
、
トスはエロースの顔であり、左右の顔もエロースのそれだと。
ダンテの『神曲』もゲーテの『ファゥスト』Ｊも主人公は、このハリーと同じ学殖深い中年の学究で詩人である・
導くヴェルギリュゥスとペァトリーチェ、メフィストフェレスとヘレーナや永遠に女性的なるｊものたちは、ここで
はヘルミーネ。．〈プロ・モーツァルトである。とくに『ファウスト』との類比は何人もがしている（エゴン・シュ
バルッ、マヅチヒ等）。ブァゥストもハリー同様に自殺の縁に立っているし、メフィストフェレスも両性具有で、彼は
（
２
９
）
ヤ
ル
ダ
パ
ー
ド
ふ
た
左
り
拙論で見たグノーシスの「混沌の息子」であり、混沌の娘フォルキデンにＪも化け「半陰陽なんて悪口一一一口われるだる
（沁）
二口１入（吃ｂ）
ニフな」と笑う。彼が手引きするグレートヘンは、ヘルミーネが手引きする「官能の神」マリヤだ。ワルプルギス
（型）
夜宴は上述のカーニバル仮装舞踏会か魔術劇場である。ヘッセは『湯治客』（一九二五年）の中でそんな桃想らしい
ものを露いていろ。より直接的にはモーツァルトの楽劇ドンファンや魔笛がそのイメージだろうが、「桃惚と至福
八
ｍ
デ
イ
Ｉ
ゲ
ー
ゲ
ン
ム
■
デ
イ
Ｉ
が不断に象ちる多彩を副示し、その根底の統一を想起させたい。」そのため「絶えず旋律と反旋律が同時に現わ
、
、
、
、
、
れ、多彩に統一が、冗談にまじめがいつＪも伴う」Ｊものを書きたい、と。ハリハラ神が仮装するのはハリーだけでな
くヘルミーネｊｂだ。いや、小説全体が一‐冗談とまじめ」で、くりくう神なのだ。そしてその両性具有魔術は「エロ
１スにくまなく照らされていた」。
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（巫皿）
マリー・デルクールは古代ギリシアを開いてくれる。オルフェゥス派の古文献では、ヒンズーと驚くほど似て、始
めに永遠で広大な、未創造のカーオス（混沌）があり、時を経て巨大な卵となり、そこから生れるのがファーネス
である。混沌の内なる深淵から男女両性具有の顔をもって誕生し、はばたく黄金の翼から太陽と月が生れる。この
ファーネスがエロースとなり相反するものの融和を恋い、合一を求める。エロースは、時代の悪とともにシヴァ的
（翠ｂ）
に二極を孕んで覚醒のダンスを踊るディオニュソスとなる、と。他のオルフェウス讃歌では、このファーネスーニ
ロースにゼウスがとって代わる。このゼウスは、『魔術師の幼年時代』の主人公が踊る像に見た呼名をすべて持つ。
、
、
、
、
ゼウスは最初に出現した方、雷を支配する男であり、大地と空の土台である不滅の妻で、万物に呼吸を与える太陽
、
（
型
ｃ
）
、
、
、
、
、
、
と月である。ピタゴラス派では神は名を持たずすべてであり、全にして一、父で母、女で男、全一のモナ杼卜である。
カ
ー
オ
ス
そ声」から墜ちたのが地上の混沌である。だからその暗中模索から生れる天使にしる悪魔にしろ、一一つの顔、男と女
の顔をもち、全一のモナドを指差している。このモナドは古カソリックの中でも、新プラトン派司教らの、あなた
（型ｄ）
は父にして母、女で男の英知をｊもつモナドー・という唱名に残りつづける。男女両性を具有する媒介神へルマフロデ
ィートスはここから生れている。
（理ｅ）
、
よく兄られるへルマフロディーテ一身像彫像は、｝プルク１ルが列挙するように妖しく柔弱な女性的像が多い。の
ちの頗唐デカダンス期の産物である。裸体でなければ寛衣の裾をもちあげ、暗示するか、男根を見せる。デルクー
ルは、これらを、原初の力を失い衰微して眠りこむへルマフロディーテと言う。そういえば詩人オヴィディュスが
『変身物語』で語るヘルマフロディートス像は男だが、怖い女性を象徴する水に呑象こまれ（水の鏑にからまれて）不
（理ｆ）
（型Ｂ）
能になる青白い少年である。だが、デルクールは、そのデカダンの士←どろゑを呼び醒ます諸像をあげる。同様のル
、
、
１炉フルの像の片手はｊもうへルメスの男根を、片手はバーンの髪を愛撫している。『魔術師の幼年時代』で踊る像に
し
リ
ー
フ
仮装した森の神。ハーンをである。ヘルメスｊもいたずら導者神である。サン美術館の墓碑浅浮彫はこの．〈－ソに、好
（泌）
色で英知の森の神サチュロスが替っている。神話辞典によれば、ヘレニズム期では笛の半獣神・ハーンはディオニュ
ソスの従者また教育役の笛吹き踊る半獣神サチュロス、シレノスや、またローマの好色なファウヌスと区別がなく
、
、
、
なり、一緒になっている。筆者が見たコリント美術館の皿絵ｊも、きずた杖をＪもつディオニニソスの前で信女のよう
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（則）
パ
ィ
デ
ズ
プ
ラ
ト
ソ
『
饗
宴
』
は
、
こ
の
エ
ロ
ー
ス
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
。
続
け
て
簡
単
に
見
て
み
よ
う
。
饗
宴
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
愛
人
アガトンの悲劇作品が優勝を獲得し、それを祝うディオニュソスへの犠牲式の翌日の内輪の祝宴である。ディオニ
ュ
ソ
ス
へ
の
潅
酒
礼
や
主
神
讃
頌
も
す
ま
せ
酒
と
な
る
。
だ
が
面
を
昨
日
か
ら
の
二
日
酔
い
、
酒
よ
り
「
言
論
に
よ
る
恋
の
献
盃
」
と
な
ブ
イ
ロ
ゾ
ブ
イ
ア
で
ニ
ヤ
パ
タ
ヘ
イ
ア
るのは「知を愛求する狂気（乱心）と狂躁（狂熱）」に畷れた連中の当然の成行だ。一一口論にことよせ互いの相思相
愛
を
郷
楡
す
る
魂
胆
も
あ
る
か
ら
だ
。
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
と
ニ
ロ
ー
ス
の
仮
装
舞
踏
会
で
あ
り
、
タ
ー
ン
ダ
ヴ
ァ
・
ラ
ー
ス
ャ
・
ダ
ン
スも始まりそうな始めからの気配である。
神とには無数の讃歌や頌栄が作られてきたのに、いまだエロースには誰も敢てしない。偉大な神ニロースの働き
を知っているわれわれこそ、その選ばれた讃美者だ、との提唱で始まる、作品の一一一分の一を占める諸演説も、結局
は一つに帰す。エロースは矛盾、対立を統合する不滅な神だ。この神は相反するものが互いに恋しあう神的狂気を
、
、
仁踊るへルマフロディートスは、サチュロスの馬の大尻尾をｊもっている。サン美術館のは前一一一○年●まで遡れるが、
、
、
、
、
覚醒するへルマフロディートスである。ディオニュソスの輪舞を笛ふき踊るサチュロスに導かれ、枯葉に埋Ｊ四）れ苦
しみつつ立ち、手にはガラガラ蛇を持つ。夢魔のような姿である。彫像ではなく浅浮彫や絵では、多くは怒りのメ
ナ
ッ
ド
（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の
償
女
達
）
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
。
そ
の
荒
交
し
さ
は
他
の
浅
浮
彫
で
も
示
さ
れ
る
。
ヘ
ル
マ
フ
ロ
デ
ィ
、
、
、
－トスの両側には男の象徴である荒々しくはばたく雁と、女を象徴するアジアの女豹を伴う。．〈ロック美術館の花
た
い
ま
つ
瓶浅浮彫のへルマブロディートスはディオニュソスのきずた杖をＪもち、松明をｊい）つエロースに導びかれている。ェ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ロースは輪舞しつつ誘導しヘルマフロディーテを振返っている。ボン．ヘイ●壁画では、髭をはやし長い女の衣をまと
、
、
、
、
、
、
、
うニロースが、ヘルマフロディーテに向って鏡を差し出している。．まどろむへルマフロディーテに原初の本当の顔
を
見
る
よ
う
に
と
エ
ロ
ー
ス
が
鏡
を
差
し
出
し
て
い
る
。
ヘ
ッ
セ
は
『
デ
ミ
ァ
ソ
』
（
一
九
一
九
）
の
末
尾
を
、
一
次
大
戦
で
傷
つ
い
た
瀕
死
の
主
人
公
が
、
自
分
の
内
な
る
鏡
に
映
っ
て
い
ダ
．
イ
モ
ー
ン
る神霊（デミアン）を見る姿で、閉じている。『荒野の狼』中の『論文』は、ハリー‐は「否応なしにのぞきこまな
（Ｍｅ） 
ければならない鏡の存在を知っている。そして、それを死ぬほど恐れている」と椰楡して一一一這う。
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ペ
イ
デ
ラ
ス
テ
ゴ
・
７
プ
ゲ
ゥ
ロ
ソ
フ
オ
入
授け、その勇気と気塊を生示‐」させる「男同志の恋と知の愛求」を生む神だ、と。男同志の恋の唯一の批判者らしい
ア
ン
ド
■
ギ
ユ
ノ
ス
アリストファネスの例の球型人・男女の原型説Ｊい）、古来のオルフニウス、ピタゴラス説の繰返しでとくに新説では
なく、諸演説の枠内にあり、これまで見てきたような両性具有の魔術性はない。（これについては、この作品『饗宴』
の末尾の数行の問題、悲劇のイロニーないしユーモアと喜劇のそれとの閣潔の課題と一緒に、稿を改めて取扱う。）展開される
諸演説は、互いに椰楡し探りあう恋の狂気をいや増し、昂め、語られているエロース自身が奥からからかっている
ようだ。そんな凄い椰楡を含んでいる。そして最後のソクラテスの豪強な椰楡こそニロースの働きその山）のであり、
ソクラテスはエロースの擬人化である。そういう柵成を筆者は読む。すべてに冗談とまじめが隠れていて、要約は
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
か
ら
導
か
れ
た
と
語
る
。
「
恋
は
善
き
美
し
い
も
の
を
欠
い
て
い
る
か
ら
、
ほ
か
な
ら
ぬ
そ
の
欠
いているものを欲求する」ものだ。そんな「欠乏」そのものが偉大な神であるはずはない。では何者か。死すぺき
者か？「とんでもない。死すべきものと不死なものの中間にあるもの、偉大な神霊だ」。「空隙をみたし万有を」一
つ
に
す
る
「
神
（
自
身
）
は
、
人
間
と
直
接
に
交
わ
ら
な
い
。
」
そ
し
て
「
神
々
に
よ
る
人
間
と
の
交
際
と
対
話
は
、
相
手
の
人
間
が
目覚めているときでも、眠っている間でもすべてこの者を通じて」である。エロースは貧窮の母神ペーーャが術策の
は
だ
し
父神ポロスを欺して生んだ子（神霊）だ。「華署や優美とは大違いで、むしろごつごつし」て跣足であり、乞食で
家もなく、欠乏の中で善く美しい者を侍伏せ、彼らをとらえれば、猪突し、豪強で、好策と術策に窮することがな
う
ｆ
ｐ
ソ
プ
オ
ス
い。「愛知者であると同時に比類なき魔術師、また毒薬調合者で、（人を欺く）ソフィスト」でもある。不死でな
く、だが死にもしない。一日のうちに生きも死にもし、だがしぶとく再び生き返る。が、「手にいれるものはいつ
も手の間から漏れ落ちてしまう。」「知と無知とに関しても」以上と同じである。
「
エ
ロ
ー
ス
は
善
き
も
の
が
永
遠
に
自
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
」
「
必
然
的
に
不
死
な
る
者
を
め
ざ
す
。
」
そ
れ
は
「
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
出
産
で
果
さ
れ
る
。
」
す
べ
て
出
産
に
は
激
し
い
陣
痛
の
苫
し
承
が
あ
る
。
そ
れ
に
耐
え
さ
せ
る
の
は
美
だ
。
美
し
い
感
情
の
昂
揚
の
中
で
、
そ
の
苫
し
ゑ
は
喜
び
に
す
ら
な
る
。
だ
か
ら
恋
は
美
し
い
肉
体
を
喜
び
求
め
さ
せ
る
。
（
だ
か
ら
、
互
い
に
肉
体
だ
け
で
な
く
心
も
「
美
し
い
」
相
手
を
求
め
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
）
「
男
女
の
鯛
合
は
神
的
な
も
の
で
あ
る
。
」
な
ぜ
至難である。
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なら「その行為は、死すべきものである生物のうちに不死なるものを内有しているからだ。」その欲求が恋だ。男
同志の恋は肉体の子は生まないが、「よき言論を生む。」だからそれは男女の恋より高い。
こ
う
し
て
恋
は
、
互
い
に
美
し
い
肉
体
を
喜
び
求
め
さ
せ
、
だ
が
肉
体
は
移
る
い
滅
び
る
も
の
ゆ
え
、
さ
ら
に
永
続
す
る
「
美
し
い
魂
」
を
喜
び
求
め
さ
せ
、
よ
り
美
し
く
よ
り
不
死
な
る
子
を
承
ご
も
ら
せ
る
し
、
出
産
さ
せ
る
。
そ
れ
を
め
ざ
す
男
同
志
の
恋
は
、
だ
から必然的に一つの美しい肉体から二つの美しい肉体へ、さらにすべての美しい肉体へ、そして肉体を超えて人間
の美しいすべての営詮へと上昇し、生成も消滅もしない究極の美そのものに至る。そのためには、一者への「激情
を軽蔑し」「その力を弛めねばならぬ。」（密儀導者ディオティーマの言葉を伝えながら、面盈の恋の狂気を素知らぬ顔で手
エ
イ
ド
ス
Ⅲ
イ
デ
ア
許にたぐりこむ語り口は、煩一Ａとして、すごい。）その弛めの中で「突如として」本来の美の形相が現われる。この究極
の美の中で人は不死を味わい、其の徳を生承育てる。その時こそ人は生きるに価する。
伯
ル
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
話
し
終
え
、
人
斉
が
賞
讃
す
る
中
、
酩
酊
し
た
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
が
笛
吹
き
女
や
従
者
ら
に
抱
え
ら
れ
て
閲
入
し
て
く
る
。
彼
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
も
ア
ガ
ト
ソ
に
も
恋
の
思
い
を
今
も
も
っ
て
い
て
、
だ
か
ら
彼
も
強
い
ら
れ
る
一
一
ロ
ー
ス
演
説
を
、
恋
の
鞘
当
て
に
か
ら
ま
せ
非
難
と
讃
嘆
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
論
を
ぶ
ち
あ
げ
る
。
（
こ
れ
も
タ
ー
ン
ダ
ヴ
ァ
・
ラ
ー
ス
ャ
・
ダ
ン
ス
だ
。
上
記
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
話
し
の
最
後
の
数
行
部
分
の
実
演
で
あ
る
。
巧
糸
に
仕
組
ま
れ
た
仕
上
げ
だ
。
）
か
つ
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
想
わ
れ
、
自
己
の
青
春
の
美
に
陶
酔
し
て
い
た
彼
は
、
夢
中
で
そ
れ
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
。
だ
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
い
ざ
と
な
る
と
当
然
恋
す
る
も
Ｕ
 
のがする行為に出ない。散点焦らされ、ためらう心を振り切って苦しまぎれに訴塵》へると、「精神の視力が鋭利に見
え
は
じ
め
る
の
は
、
肉
眼
の
視
力
が
そ
の
鋭
さ
を
失
お
う
と
す
る
時
だ
。
と
こ
ろ
が
君
は
そ
れ
か
ら
ま
だ
ほ
ど
遠
い
」
な
ど
、
か
ら
か
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
う。あげく、彼の「美しさ」は「さげすまれ人も無げに潮笑された」。そシ」から「あの、知を愛し、求めてなされ
、
、
、
、
、
、
、
玄
む
し
る一一一口論によって殴られ噛承つかれ」決られる「蝮に噛まれる苦悶」が始まる。（傍点筆者。）ソクラテスの一一一口論に
「心臓は秘儀を祝う熱狂的コリュパンテスより烈しく動悸を打ち、涙流れ」胸をかき乱される。しかも、ソクラテ
ス
は
も
う
他
の
少
年
を
追
っ
か
け
て
い
る
し
、
肝
腎
の
所
で
は
無
知
を
と
ぼ
け
る
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
サ
チ
ュ
ロ
ス
達
、
横
笛
ふ
く
マ
ル
シ
ュ
ア
ス
と
そ
っ
く
り
だ
。
聞
く
も
の
を
擁
惚
と
さ
せ
、
狂
わ
せ
る
。
彫
刻
家
の
作
業
場
に
あ
る
サ
チ
ニ
ロ
ス
達
の
彫
像
に
は
観
音
開
きの扉がついていて、中に神像が入っている。もしソクラテスの扉が開かれてその中に入れば、活溌な言論が作り
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当時、ヘッセが立っているヨーロッ。〈は、前世紀後半からの帝国主義諸国間の合従連衡と諸戦争が一次世界大戦
に拡り、その間、ロシア、ドイツ革命はじめインドその他世界各地に反ヨーロッ．〈独立運動をおこしはじめていた。
その奥に、ヘッセはヨーロッ。〈の没落」を見、周囲と自分の中で崩壊しつつある「文化と生活様式は、まだ崩製
は
ざ
左
しきってはいないのに、新しい文化と生活様式もまだ始まっていない」恐ろしい「狭間」をそこに見る。これまで
の「あらゆる自明なことや、良俗（の一鳶の）や保護されていること（○のす。温の：の｝〔）や無邪気さ（□易Ｃ盲屋）が失
われ」、この狭間で「無数の入念がいま苦しんでいる」。彼はそこに（クービンが見たような）「地獄」を見る。「こ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
の不安な危うい苦痛な段階において、人間は新たに自分の魂の中をのぞきこまねばならない。そしてそ声」に獣が頭
、
、
、
、
、
、
、
、
、
をもたげるのを見、道徳を超えた根源的な諸力がそ〉」にいるのを、自分の中に認めねばならぬ」（『荒野の狼』の「編
（Ｍｆ） 
築者の序文」。傍点筆者、以下同じ。）という。ニーチェが「一世代も一別に」見たしの、自明性や艮俗や保謹されている
ことや無邪気さで信じられてきた「神」は死んでいるのを、彼はそこに見る。一九一九年の『デミアン』いらい、
彼がすべての考察と作品に登場させる主人公たちは、自分で自分の「苦悩する能力」に驚きつつ、しばしばそのこ
（閉ａ）
とを呪ってさえいる。同じ一九一九年の考察『カラマゾフ兄弟ｌ西欧の没落』の題詞は「何モノモ外ダケニハナク、
何モノモ内ダヶーーハナイ。外一一アルモノ〈、内一一モアルカラデアル」である。副題は「ドストエフスキー読後感」
、
、
、
、
である。カラマゾフ兄弟達はあらゆる信仰に対する「狂気じみた疑わしさ以外はなにものｔ信じない」。彼らは「異
常に敏感で、異常に高貴で、異常な苦悩の能力をも２、「狂気じふた」（新しい文化への）「触覚」なのである。古
い文化の目から見れば彼らは「どんな犯罪をも犯しかねない。」だが、わずかな例外を除いて決して犯しはしない。
出す金色燦然たる神像の光に承んな出会うだろう．ｌその話しぶりをソクラーァス朧「正体見たり。酔ったふりし
て、わしとアガトソとの仲を割き、わしを自分に引き戻す策略」とあばくうち、多数の酔いどれがなだれこゑ杯盤
狼籍、うやむやのうち、糸な寝込んでしまう。（前記、股後の数行の問題は略す。）豪強に椰楡するエロース、そこに冗
談
と
ま
じ
め
で
ひ
き
こ
む
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
る
。
Ⅳ 
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8８ 
彼らは犯罪を「夢み、犯罪を犯そうと思えば犯せるという可能性を確かめれば満足する」。その可能性は「外と内、
神と悪魔、善と悪」に及ぶ。彼らにはその「すべての並行存在」がある。全く相反し矛盾する、殺人者と裁判官、
放蕩無頼と聖者、詩人と哲学者、野人と繊細な魂が並存する。そのすべてが中間浮遊的で、やがて筋の進行の中で
その「飲んだくれから聖なる狂気まで」がお互い同志入れ替ってゆき、その都度、新しい未知の神聖、未知の道徳、
未知の人道を予感させる。「アジアには」狂人がもつ異能力への敬度な崇拝がある。三十年来、ヨーロッ．〈の若者
お
の
⑪
連が、カラマゾフの中にそれを感じ、魅かれ、戦いてもいる。それはアジアが西欧にとって代る西欧の没落を塞頤っ
ていないか。この老大な作品の奥にホフコフ母娘のヒステリーの姿も小さく隠れている。母親のヒステリーに較べ
、
、
、
て娘は、その病いの「極度にあきれるような点」や悪や「破廉恥な占州でさえ、みのり豊かな未来を指示する無邪気
、
、
ざと力」をもち、（その少女の両界領域性が）魅きつける。
この作品は夢魔的叫びではない。冷徹に構成された作品である。ドストエフスキーのその目は深い体験からきて
いる。社会主義者として立った死刑台の前で、この二つの文化のはざまをのぞきこんだ目である。（罪一等を減じ
られた徒刑の中で、持つことをゆるされたただ一冊の本、旧・新約聖書から、ヤコプ・ベーメ（一五七五’一六二四）
マ
ー
ギ
ッ
ツ
ュ
プ
ロ
ン
ノ
ス
，
デ
ソ
ゲ
ン
（茄）
が《同じ文化の狭間で》夢魔的な洞穴体験からつかんだ「魔術的敬度思考」（ヘッセ『ヤコプ・ペーメの召命』）を、
（濁ｂ）
彼もつかんだ。その文化の狭間はグノーシス信徒達とも同じだった。）それが『白痴随想』に現われる。ムイシュキ
ンはエピレピシー（癩澗病）患者として「無意識界と直接な関係を持つ」。イワＹカラマゾフは、無意識界から跳
躍的に現れた「悪魔的なしの」と無気味な問答をし、やがてキリストを拒む「大審問官」を書くが、代ってムィシ
ュキンは、イワンが悪魔を見たそこで「最高の現実」を見る。恐るべき「神々しい世界」を。その体験は、纐澗発
作に関係する「半秒間」である。それは「最高の敏感さと透察に満ちた半秒間」だった。何度か体験する。一瞬の
閃光の間に、奈落で、彼は「世界に存在するいっさいのものとなり、いっさいを共感し、いっさいと共に苦み、い
っさいを理解し肯定することのできる魔術的な能力」を体験する。このことで彼は崩れかかっている文化と秩序の
、
、
、
カ
ー
オ
ス
、
、
、
、
「最も恐しい敵になる。」文化と秩序の正反対の極を内包する、聖なる混沌が彼から溢れだすからだ。いうまでもな
く文化は既成の極をまだ持続していた。文化や秩序は善悪を区別することで成立する。区別は最初は暖昧でも、そ
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８９ 
れが法則となり、結果を生じ、考え方と秩序の基盤になるとそれは「神聖な」極になる。その極を、彼は正反対の
対極と転換可能にするからだ。その混沌のエネルギーが、優雅な子供らしい姿で現われる。考えうるかぎりの純真
ざであらゆる悪を受けいれ、すべての罪を自分に求め、しかししそれをいつでも背負いこむ心でいる、全くの没我
的無邪気さの中で現われる。だから、無気味である。理解されないどころでなく、保守陣営からも革新陣営からも、
軽蔑され、憤激をもって見捨てられる。ただ「感情的に理解する数人」はいる。犯罪者とヒステリー女である。ヘ
、
、
、
、
、
、
ツセは力をこめて一一一口う。私達はこの霊的魔術を手にしなければならない。それが、この狭間で私達が選ばれている
、
、
、
、
、
マ
ー
ギ
ッ
シ
エ
ス
・
プ
ン
ヶ
ン
デ
ー
モ
ソ
迎命なのだ。聖なる混沌を見るこの「魔術的な」思考で、混沌の魔精に耐え、私達の足元にある諸衝動の、忘
れられている発展の可能性を見出さねばならない。これまで自明だったものが終り、全く新しい思考が要求されて
、
、
いるいま、一人びとりが幸」の出発領域の魔術思考を体験しなければならない、と。
（”） 
同年の小説『クラィンとワグナ！』は上記考察と同床異夢である。要に対する不満を持ちながら、「目明のこと」
として習い覚え、安全に「保謹されていること」を教えられてきたまま、「誠実な」市民、父親、夫として中年ま
で生きてきたクラィンが、全く突然に旅立つ。大金を横領拐帯して。その逃亡は、ピストルを懐ろに南の国境を越
え、イタリヤのルガノで止る。完全に衝動的で自分でもわからない。若き日からの南国への憧れはとうに断念し
ていた。そして苦幽の中で突発的に浮びあがるｌ護と子供を殺害しようとする衝動に駆られた瞬間が．その緬
動よりずっと以前のことだが、ワグナーというひとりの教師が妻と子供を惨殺した事件があった。その折、同僚と
語りあった。その中で同僚が、そんな残虐が人間にどうして起こりうるのか、説明らしいことをしはじめた。その
時、言下に、ぼくは絶対に許せない、罰としてどんな拷問も軽すぎると彼はそれを妨げた。その時の自分の異常な
興暫も、浮び上る。ワグナーは自分だったのだ。だからあのように興奮して憎んだのだということが。クラインは
ひそかに文学や芸術を愛していた。そしてリヒャルト・ワグナーに対しても同様な反溌の態度をとっていたが、こ
の楽劇の魔人ワグナーも自分だった。クラインは自分の中に現われてくるクライソ対二重のワグナーの顔に翻弄さ
れ、煙翠的に硬化し、自分を閉し、その閉鎖性の中で岬く。娼婦らしいあまり美しくない硬い顔の踊り子を見、踊
りの中で彼女が突然、全く自然さに帰るその姿に吸引され、近ずく。彼女も彼が時折一一つの顔を示す、その顔に引
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Ｖ
 
（鉛）
ヘッセはある手紙で「今日の哲学が人間存在を『投げだされた存在』と表現する形は、私を満足させません。
（彼らの）中途半端さを神経症的かつヒステリカルに皮相な悲劇的なもので覆ったものでもあります。」という。
（羽）
別の手紙（ニンゲル宛）で「偉大で孤独なキルヶゴール」を語り、現代実存哲学は全く違ったものをつくりだして
いる、という。そして最初の手紙で「現代世界は承ないわば遠心分離機の中を生きているが、それとは反対に私の
生涯は徹頭徹尾『内側』への、中心へ向っての努力です。そしてその中心に、たとい私が固有の不安（ロ圏の》ぬ目の
ごｐＨ巨芹）以外は見出さなくても、私はその不安を、苦痛を和らげることなく体験し、自分のものにしたい。また
自分のものにしなければなりません」という。
きつけられ、やがて互いに愛しあう。閉鎖性が破れ、人を愛する自由を得た狂喜は、舵惚として世界のいっさいを
肯定し讃美する異常な昂揚に導びく。だが彼は二重の形でワグナーだった。自分はワグナー楽劇の、名を知られて
は
な
ら
な
い
さ
迷
う
騎
士
ロ
ー
ニ
ソ
グ
リ
ン
だ
っ
た
。
洸
惚
か
ら
一
瞬
の
う
ち
に
正
反
対
の
奈
落
に
落
ち
る
。
そ
の
中
で
、
生
へ
の
あ
こがれと死への不安、逆に死へのあこがれと生への不安、二極衝動間をとびかい、疲れはて、挙句、湖水に身を投
げる。自分を死の手に投じたとき、ふしぎな飛躍を体験する。「時間」を超え区別を超える飛躍を体験する。「時
間」という人間精神の発明品は、永遠の現在を、永劫の後悔という過去と、無限のあこがれという未来とに、二つ
にひき裂く。いっさいの対立し翻弄する「区別」の原凶である。その時間が消えた。そのとき、あのように激しか
った、生へのあこがれと死への不安、また逆の、死へのあこがれと生への不安も消えた。生と死が対立し両方のあ
こがれに引裂くのも「区別」から出ていた。いま彼は、あらゆる区別するもの、対立するものを越えた。そして古
い対立と区別の中で審く神を超えた。あらゆる対立の形をとって抗争と殺害と戦争を起こし、逆に讃美と信仰と熱
狂を手にしてきた神を超え、そのすべての古い「神の名」を超え、全く新しい神の手を感じる。彼のあこがれと不
安のすべてはこの新しい神の吸う息と吐く息の呼吸だった。新しい神の呼吸は世界の全事件を呼吸していた。彼は
声のかぎり新しい神への讃歌を歌いながら波に呑霞れていった．’「投げだした」体験である。
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だ
が
、
そ
う
決
意
し
た
こ
と
で
「
固
有
の
不
安
」
そ
の
も
の
の
恐
し
さ
が
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
突
発
的
に
と
び
だ
す
ペ
ソ
ト
マ
イ
ム
「悪魔的なもの」への不安があった。キルヶゴールは『不安の概念』で、悪魔的なものは「本質的に無》一口劇的であ
（釦）
る」恐しさを諏申る。それは突発的な狂気や熱病のこわさとはちがう。「身体的なものはその法則を発見してついに
はある程度まで止揚できる」。悪魔的なものは、なんらの法則も知らず、全くの巨大な無内容、悪の虚無、無その
ものである。そこから悪魔的なものは恐しい唐突さで跳躍的に現われる。メフィストフェレスが突如、現われ、そ
の姿勢のまま立っている姿は、まさに無言劇的である。先行するものも後続するものもない、予想もできぬ突発性
で、「影も形も見せない、と思うと、もうそこにすつくと、まざまざと立っている」、その無言の姿ほどには「言葉
で表現されうるどんな絶望も、どんな悪の恐怖も」柿ろしくはない。９ラインが自己を「投げだして」見たものの裏側、
虚の姿である。「投げださない」閉鎖性の不安を待ちかまえている虚である。ムイシュキンを裏返した無気味であろう。）その不
安
は
閉
鎖
性
の
中
で
起
こ
り
、
そ
れ
が
ま
た
閉
鎖
性
を
強
め
る
。
閉
鎖
性
は
、
他
人
に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
自
己
に
対
し
て
も
、
自
己を閉鎖し、硬化し、不自由になることだ。（私注。キルヶゴールの兄は弟同様の激情と憂鯵の性質をもつ神学者だが、「嘘
について」の本を書く。嘘は本当の自己を隠そうとする閉鎖性だから、突発的に現われる悪魔性を内包する。）〈ムレットはひ
たすら自分を隠す。この不安の中でである。閉鎖性が「自由の弾力」を消耗させればさせるほど、いつか突然、秘
密
は
と
び
出
し
て
く
る
。
そ
の
不
安
は
、
い
よ
い
よ
彼
を
恐
ろ
し
い
孤
立
に
ひ
き
こ
糸
、
彼
は
悪
魔
に
翻
弄
さ
れ
る
自
己
を
見
る
。
（私注。ハムレットはその間、全く相反する両性具有に翻奔されて言う。「愉快で悲惨１・冗長で簡潔！いわば熱い氷、汚れた
（皿）
白雪１．この不調和はなんだ！」）
荒野の狼〈リー・ハラーは、いわばカラマゾフ達の仲間であり、クラインとムイシュキンを内部に予感しつつ、
メフィストフェレスにおびえている。だからハリー。ハラーは自分の中に、かぎりなく高貴な顔と恐ろしい醜悪な
顔とを見る。その両極の顔のあいだを両方に誘うさまざまな対立する顔を見る。そのどの顔も、いつでも両方の顔
をもち、互いに入れ替って、あこがれと不安に誘い出す。彼はたえず、自尊と自己軽蔑の振子運動で引裂かれ、無
限の自尊と無限の自己軽蔑への両極間ブランコにふりまわされ、発狂しそうにへとへとになっている。その描写は
凄じい。その誘う顔。顔。顔が、野性の狼とそれに対立する文化人との二種類の顔である。彼は従順な家畜の群れ
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か市民社会にまぎれこんだ「荒野の狼」である。そして上述の揺れる無限振幅の中で辛練な皮肉もとびだす。たと
ど
ん
えば市民社会に対してだけでも声」うだ。（『論文』、『手記巳彼は市民社会の、市民の狡さ、俗物達の鈍を笑う。彼らは、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
》
」
の
時
代
の
運
命
を
自
分
で
引
受
け
る
｝
」
と
を
避
け
、
そ
の
ぞ
っ
と
す
る
戦
い
を
〈
リ
ー
や
彼
と
同
類
の
市
民
社
会
の
は
み
だ
し
者
ｌ
半
狂
人
や
変
人
達
で
あ
る
濤
家
な
ど
ｌ
の
類
い
に
押
し
つ
け
、
悪
魔
的
な
焔
の
に
対
し
戦
う
力
と
し
て
利
用
し
、
そ
の
活
力
で、自分達の妥協の産物である秩序を弾力化する。かくて「戦う選ばれた者達」は、権力や暴力や野獣的利己心等
☆の顔をとって現われる「悪魔的なもの」の餌じきになる。それをいわば「防壁」として、彼らは狡く生きのびる。
お
と
し
い
たとえば、昨日は、ソクーフテスやイエスを、国を陥れる者として死刑台上に送り、今日は予言者また守護神とし
や
じ
て
讃
え
る
．
そ
の
市
民
社
会
の
弱
者
の
論
理
を
く
り
‐
は
内
心
で
激
し
く
野
次
る
．
次
の
瞬
間
全
く
奇
妙
に
ｌ
そ
の
市
民
達
の
つ
つ
ま
槙しい秩序を恋いあこがれている。それは果たせぬ恋に近い。そしてそれを、孤独地獄から逃げ出すための自分の
「
弱
さ
」
と
感
じ
、
自
分
を
情
け
な
い
中
途
半
端
な
裏
切
者
と
感
じ
る
。
主
し
て
や
そ
う
し
て
彼
ら
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
と
き
、
岬
き
を
あ
げ
呪
え
た
け
る
自
分
の
中
の
狼
、
忽
ち
相
手
だ
け
で
な
く
自
分
を
も
噛
糸
殺
す
だ
ろ
う
自
分
の
中
の
狼
を
予
感
し
、
そ
の
無
惨
と
醜
態
に
お
び
え
る
．
ｌ
以
上
朧
一
例
で
、
ハ
リ
ー
の
独
白
で
展
開
さ
れ
る
戦
争
と
平
和
論
議
芸
術
論
議
学
問
論
議
宗
教
論
ア
ソ
ヒ
ベ
ソ
ソ
ツ
議から自己の自己への関係まで、糸な、同様である（『続手記』）。この両極に激しくゆれる相反共存はど》」からくる
のか。ムイシュキンとクラインが見たもの、と、そしてメフィストフェレスが出てきた処、との両者が誘いだす、
未
知
の
神
の
吸
う
息
、
吐
く
息
の
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
まさにこの状態でのこの二つのものの激しい対話とそこでの二重の反省ｅ○日の一円の空の廓〕・ロ）に全力を傾げるの
デ
イ
ア
レ
ク
テ
イ
ク
が
キ
ル
ヶ
ゴ
ー
ル
で
あ
る
。
対
話
術
（
□
】
色
］
の
再
房
）
即
ち
弁
証
法
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
を
拒
否
す
る
、
無
限
に
止
揚
な
（犯）
き
弁
証
法
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
を
「
無
限
性
の
運
動
」
と
い
う
。
そ
れ
は
ク
ラ
イ
ン
が
見
た
あ
の
新
し
い
神
の
吸
う
息
に
は
い
り
、
吐
く
息
と
と
も
に
世
に
出
て
ゆ
く
、
あ
の
「
投
げ
だ
さ
れ
た
」
世
界
を
見
出
す
ま
で
、
止
揚
さ
れ
ぬ
無
限
の
運
動
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
あ
と
が
き
狼
ソ
ト
マ
ｆ
ム
ペ
ー
ス
彼
の
著
作
の
一
つ
の
題
に
だ
け
で
も
表
わ
れ
て
い
る
．
『
哲
学
的
断
片
へ
の
結
び
と
し
て
の
非
学
問
的
後
寳
ｌ
無
言
劇
的
激
情
的
・
デ
イ
ア
レ
ク
テ
イ
ク
（狐）
弁証法的集め書き・実存的提訴』という題名である。実存的提訴とは、実存が訴磐えるもの、と読んでいい。この
題が示すドラマはそのままカラマゾフ達、クライン、ハリーの姿である。
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さきの『不安の概念』でキルヶゴールは、「弱さ」は「悪への不安」であるという。善と戦かう「弱さ」は、つ
まりは悪を冒す不安であり、罪におびえる不安である。その自分の弱さに「絶対的に」「絶望する」こと、それは
自己の罪責をひき受け、運命とともに罪責を「受け容れる」ことだ。それに対し、あの突発的に現われる「悪魔的
（初）、、、、、 、、、
なもの」は「善への不安」なのである。謎のようだが、それはあの「投げだす》」と」を予感している不安、ムイシ
ュキンが発作に対しもつ不安である。キルヶゴールでは、そこにキリストが立っている。キリストが、彼に近づく
病人や犯罪者やヒステリー女の前に立つと、マリア・マグダレーナから七つの悪魔が（許しを乞うて）飛び出し、
疎外された狂人の群れからは数百頭の野豚がとび出しなだれをうって崖から海へとびこむ。その悪魔におびえる不
安なのである。巨大な「善」が近づく不安である。キリストは悪魔をも跳び出させる、両極を合一した「絶対的逆
（鋼）
説」でゆすぶる神・人である。キルヶゴールは『哲学的断片』でそう語る。（私注。絶対的逆説とは、永遠性と時間性、
無限性と有限性、無制約性と制約性、決定性と被決定性、自由性と不自由性等台の絶対的に対立し矛盾する二方向を相互媒介し、
弁証法的に綜合し、放射する、つまり合理性をあざわらう逆理、絶対の．〈ラドックスである。）一方的な区別の中で対立に生
つ
を
づ
きる私達は、一切の対立を超える「絶対的逆説」の前で「蹟く」しかない。キリストはムイシュキンやクラインが
見た絶対的統合で誘い、逆説で揺ぶり、「蹟かせ」て、全く新しい人間を生みだす。古い肉の目でなく、クライソ
が投げだされて見たあの神の呼吸を呼吸しはじめる霊の目を開く。いっさいの対立に対して「質的絶対的差違の中
にある神」の呼吸を、その新しい人は呼吸しはじめる。だからキルヶゴールは、既成教会が手なづけた（対立の中
、
、
、
、
にある）神や救い主を拒否して、ソクラテスから、彼の出発を録す学位請求論文の大著『イロニーの概念』を学びと
らねばならなかったし、生涯の教会との戦いでの大半の著述をいつもそこからしなければならなかった。ソクラテ
スは、そのキリストの蹟きをイロニーで越えさせる。区別と対立しか見ない私達の「肉の目」をくらませ、「霊の
、
、
目」を開かせる、その「噴き」を、ソクラテスは、私達がだれでもみな体験する恋の惑乱で通過させる。その惑乱
を｝一ロースのダンスにひきこみ、からかい、踊らせつつ、目くらむ皮肉や椰楡のダンスで（奥のユーモアに誘って）、
、
、
、
、
、
突如、転換させる。彼の導きは、たっぷりまたは激しく弛められたユーモアとしてのイロニーである。（それはギリ
シア悲劇を思わせる。またはギリシア喜劇をも？。）ソクラテスは、アルキピァデスに恋の盲目で肉の目がかす糸見えな
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ヘルミーネは少女である。場末の「ダンス音楽が荒れ狂う」料理屋で、片隅に座っていた「青白い少女」である。
「未知の踊り子」であるｑ荒野の狼』の『手記』）。少女は大人と子供の境界領域である。もう子供ではなく、さり
とてまだ大人ではない。半ば子供で半ば大人である。少女はそんな限界領域でありつつ両界をもつ領域である。大
人がもう失い子供がまだ持たない、恐るべき感受性と洞察力をもっている。それは両界にまたがり魔術的でもある。
くなるとき、霊の目が開きはじめると、椰楡しながら真剣に（ふざける真剣の中で）告げる。すべて対立し欠けた
グ
イ
モ
ー
ン
ものを融合させる恋のニロースは、不滅の生と滅びる生とを、聖と魔とを「媒介する」「神的霊」で「豪強な」「魔
術師」であると、その奥を指差しながら。
ヘッセは確かにこのような形でソクラテスを理解している。ある小文の中でこう醤いている。｜イエスはソクラ
テスより暖く親切だが」、「知恵の中で老熟した者だけが持つことができる」ものがある。その点で「ソクラープスは
イエスより精神的に敏捷だ。宙に迷っている者への洗練された感覚で、もっと精神的にすばしっこい。」「老人の老
（鋤）
熟には、若さや天才とはひき換えられないものがある」（『イエスとソクラテス』）。このソクラテスも指差す新しい神
の吸う息、吐く息の魔術の中にハリーは立つ。両極への不安（悪への不安と善への不安）を跳び移っていたハリー
は、いつかその神のターンダヴァ・ラースャ・ダンスに抱きこまれて踊りはじめる。死をも包む目くらむ愛のダン
スを。だがその奥に揺れるブランコもある。そのダンスをいつか両性を具有する媒介神的少女が、ハリーとともに
踊り、導いている。その顔は、クラインとワグナーのふたつの顔の正反対の向う側に導きうる、あらゆる苦悩を知
、
、
、
、
り、その悲し承を越えた者の明るい快活さに承ちている。彼女は、母の優しさと父の厳しさでからかい、太陽の激
、
、
、
しい熱と月の凍るような冷さにひき》」む、誘惑的女で大胆な男である。そのすべてで、ハリーの痙箪する「固有の
不安」をたっぷり弛め郷楡しつつ、ハリーの「悪への不安」がじつはその奥からの「善への不安」なんだと気付か
せる。そしてその突発的に現われる悪魔的なものへの不安を、（それは魔術劇場で展開されるものも含めて）、突如、
Ⅸ
な
ユーモアの向うに拡る新しい神の呼吸の中に放つ。シ」れがヘルミーネⅡ。〈プロである。
Ⅵ 
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、
、
、
だが両者のはざ・まの中間的浮遊状態でＪい）あり、本人でＪい）とらえ難く両極的にゆれ、あきれるほど厳しい皮肉Ｊい）辛練
な椰楡Ｊもとびだすし、落葉一枚舞ってＪ四）可笑しく笑いだす。逆に妖しく夢魔的にｊもなる。少女の直観は、だから完
全な子供の全一世界ｊも、大人の成熟の向うの全一世界Ｊい）、まざまざと見うる。
その領域でとびだすｊものがイローーーであり、ユーモアである。それは、皮肉や椰楡でからかい誘い、その向う側
で揺れている。キルヶゴールは前述の長い題の『非学問的後書』で、区別と対立の中にある生の一一一段階の互いに対
（鉈）
立する境界、限界、両界領域に現われるのがイロニーとユーモアだという。あこがれと不安に糸ちる審美性ｌ倫理
性Ｉ宗教性Ａの生の一一一段階である。キルヶゴールは、それを対話的媒介的実存で、飛躍し、越え、最後の、対立も
区別ｊも越えた絶対的逆説の宗教性Ｂに入り、そこから新しく、逆に一一一段階を満たしてゆく。その各境界で出てくる
ｊい）ので、瀞美的かつ倫理的なのがイロニー、倫理的かつ宗教的なのが『－－モアである。イロニーＪもユーモアＪもそれ
ぞれ二頭に揺れる顔で実存を揺ぶり、飛躍を誘う。ユーモアが最後ではない。絶対的逆説の宗教性Ｂに導き入れ、
そこから送り帰す働きである。キルヶゴールはそう言う。（シヴァのターンダヴァ。ラースャ・ダンス、その陰の
ヴィシュヌのブランコ、そのいずれも、同様な、媒介する中間の行為であって、その奥に絶対的逆理の彼らがいて
ムイシュキンやクライソを待っているのはいうまでＪもない。）
生れる「笑い」Ｊい》、イロニーとユーモアのそれぞれがおのおの二重の顔をｊもっている。笑いは無意識から起こる。
幼子の笑い・シィシュキソの美しい微笑。クラインが』もしあの水中で岩礁か浅瀬にで』も足がふれ、助かったら、一
瞬、どんなに笑うだろう。ハリーの最初の笑いは、不安に緊張する意識を、一瞬、無責任に無意誠に委せたとき起
こる。私達の微笑や洪笑と同様に。ここでもう一度、簡単に、両性具有像が笑いをひきだすプロセスを図式化して
みよう。
両性具有像は、分裂崩壊の予感がおこす意識下の葛藤の中であこがれと不安を投影した（最も身近かな）異性像
の中から、夢魔的に現われる。いわば、正気と狂気、意識と無意識の境界領域に現われる二つの顔、半ば異性、半
Ⅶ 
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ぱ自分、またはそれらがとび離れあるいは混狡する顔である。幻像である。それが現われるのは、半ば狂気で半ば
正気、半ば無意識だが半ば意識の両界領域である。その領域では、正気も意識も半ば衝動化し、狂気や無意識との
ピ
ソ
テ
区別を失いかけている。すべて中間的である。夢魔的領域である。夢魔は危機や窮地で、夢の中に現われる。睡眠
中、意識は眠っていても、無意識や衝動は活動している。夢がつか染がたいのは、その無意識の衝動や情動が無意
（２ｈ）０． 
識の中の検閲官の目をかすめ網目をくぐるからである。検閲官とはフロイトの一一一一回う超自我（ロケのＨ‐庁ヶ）である。超
タ
ブ
ー
自我は無意識の中に根を下している父親の記憶また数世代前から深く根を張っている禁忌やモラルである。（勿論
その陰には優しくとりなす母親もいる。）その検閲をかいくぐって現われてくる夢像は、検閲が厳しければ厳しい
ほどふしぎな奇怪な形相を帯びている。醒めても、夢の中での昂ぶった情感だけは残り、誘っている。そんな妖し
さで現われるのが男女両性具有の顔だ。多様に変化する女か男の顔で、破壊の使者か救済の使者か、悪魔の顔か天
ア
ニ
マ
（
ア
ニ
ム
ス
）
使の顔で招き、「五口が骨の骨、肉の肉！」（創世記）「いずこにありや！吾が霊魂よ」（詩篇）と呼ばせる。感
覚が一方の顔をつかまえれば意識は浮遊しはじめ、意識がとらえれば、感覚は浮遊しだすそんな振子運動でからか
う表裏し相反する顔は、潮りと共感、皮肉と同意で誘いはじめる。その奥に拡がる微笑と洪笑でダンスしはじめる。
それは、両極へ拡りあるいはひきこむ潜在エネルギーの恐しきを見せ、彼がいま揺ぶられている運命の道を予感ざ
一方の道は、奈落にひきこまれて体も心も破壊するか、または麻癖して自己を失い、運命や権力に盲従する道だ
カ
ー
オ
ス
、
、
、
、
ろう。他方は、その混沌の中で、あるいは麻痒させあるいは覚醒させようとするその両方の吸引力で、危うくその
緊張に耐えさせる。その持続する緊張の耐えがたさは、ふと無責任を誘う。意識を一瞬無責任な無意識の加工に委
せると、笑いも生れ、その自分の滑稽さも見え、（椰楡する運命はそんな自分がつくりだしてしいるらしいのを子
、
、
、
、
、
、
感し）やがて、運命のその誘いに乗って一緒に「戯れ笑う」真剣なふざけもいつか生れる。運命の顔が見えてもく
る。そんな目くらむ、笑うダソス、である。突然、脱自の瞬間が訪れる。彼はからかう運命の向う側に出る。潮笑
、
、
、
、
、
、
、
、
、
する運命を、自分が時代の深層からつくりだした運命としていつかゑずから引受けている。その中で運命の椰楡も
主体的なユーモアになっている。
せる。
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このユーモアの背後には、だが、悪魔的なものの供笑と、その供笑を包む神の笑いが誘っている。その笑いは、
無制約のカーオス（混混）を見せる。無制御な衝動を包む神の笑いである。人間の奥にどんな衝動が、どんな巨大
な野獣が、どんなはてしれぬ利己心が、ひそんでいるか。今世紀の私達には二度も世界をまきこんだその記憶は生
なしい・いや、それをのぞきこむことを避けることで、危うく日常を保っている。そんなこの時代の無意識と主体
わ
江
的に戯れるダンスが続くユーモアである。陥穿にみちぞっとするその不安が、ひきこまれようとする意識を目覚ま
せる（だろう）。意識を構成するのは感覚、思考、感情、直観の四つだが、そのすべてを均等に発達させている個
人（または国家や民族）などいない。どれかが未発達のまま劣等部分になっている。弱味である。その弱みに文化
の「はざま」で肌えはじめた無意識衝動は噴き出し、崩壊させる。このユーモアは、その意識の全機能を帯電させ、
、
、
電気えい（鰍）のような機知と椰楡にふち、豪強で快活、軽妙である。「ゲーテ、モーツァルト、ソクラテス」にへ
ツセが見るユーモアである。危険で恐しい対極を包む敏活な精神のユーモア、英知のユーモアである。それは「彼
ら」にいま「禁断の知恵の樹」の花戈の香りをも呼吸させ、果実の滋味をも知らせる「神２ユーモアである。
リ
ー
ラ
ー
マ
ー
ャ
「私達」がみな、そこから墜ら、そ声」に還らねばならないユーモアである。（「禁断」は神の遊戯、幻、摂理だっ
た。）そのとき「生命の樹」も新しくなるだろう。（イエスもほほ笑みうなずくだろう。）
この（不滅の人々が手にした）ユーモアを、現代即ち二つの文化の狭間で浮遊する境界領域で、私達が手にする
、
、
、
ための「学校」がヘッセの魔術劇場である。現代の運命を自分の運命として引受けるため、私達が、みな、一度は
、
、
、
、
、
、
、
入学せねばならぬ「学校」である。》」の学校がユーモアを生む過程は穂を改めて見たい。その際、キルヶゴールの
笑いの質をも検討する。まさにそのユーモアの質に関して、ソクラテスは『饗宴』の末尾で、アリスト。ハネスとア
イ
ロ
ニ
ー
ユ
ー
モ
ァ
ガトンに、古喜劇の椰楡と笑いが、運命が椰楡し誘う悲劇のそれと質は同じだと説得しようとしている。また『饗
宴』の演説の中で彼はアリスト・〈ネスの両性具有によるそれにもふれている。その点も見たい。
注
（１）餌の【：目因の…》扉口。、目皀司己の」のロ》】巴⑪．○・コ・２．ｓ．、目『薗目己・仲の。』困串・高橋健二訳へツセ全集５新
潮社二四七頁以下。⑥の．一路一一五一頁。本稿に引用したへツセ作、叩の訳文は、ほとんど高橋健二訳に教えられている
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が拙訳も混狡しているため、本文にいちいち表記するのを避けた。おかしな箇所や誤訳の場〈川の魔めはすべて雛者にある・
注は同氏訳をあげている。
（２）拙論、『ヘッセ『荒野の狼』の「男女両性具有の臓術」と「ユーモＺ』（一）法政大学紀要妬号昭記、（二）⑲号昭卵何
（二）一一一一一一頁以下、一一一七頁以下⑪（一）五九頁以下、とくに六一頁。何（一）六三’七○頁、（一一）二七頁Ｉ一一一一頁㈹
（一）四二頁⑥（二）四一一一頁⑩（一一）四一頁⑧（一）六一’六二頁⑪（二）一一八頁
（３）因・里のいいの．尻目」庁鳥』のｍＮ目ヶ閂５．の・言・田・の・高橋健二訳ヘッセ全集５③の．§》Ｓ鷺・参照二七四、一一七七頁
以下、⑥の．ｓ県・一一七五頁
（４）四・因の…・ロロ、。］儲勺の尉一目、ロの一・○三・厘．Ｐｍ・農『・高橋健二訳昭“新潮文庫下巻四一一一’四五頁参照
（５）宗教学辞典東京大学出版昭妃当該項高栃臓道③六一一一三頁⑥六一一一一（一九六）頁
（６）マッソン・ウルセル、ルィーズ・モラン「インドの宗教」美田稔択染すず櫓〃一九八六③七四面以下⑥四四画
以下（以下、ウルセルと略記）
（７）Ｒ・Ｇ・バンダルカル「ヒンドゥー教、ヴィシュヌとシヴマの宗教」島岩、池田健太郎訳せりか密〃一九八四③一
一一頁以下⑥四一’七八頁、（参照、ウルセル一一一一七頁）仲一一一六一一頁⑥一一一六四頁以下何一一一五七頁以下
（８）山口昌男「道化の民俗学」新潮社昭和③一一四九’一一五四頁⑥参照、二八五頁、（ウルセル一一一一七頁）何二五四
頁
㈹
一
一
七
四
頁
（９）言のロ号、。Ｂ困日Ｑ国島の㈲ご・三・日６少且ｎｏ喝ロ冊・目」Ｃｓの『冨嗜旨・四一国の厨薗・巳９．国・〔ぼく・・冷○図８函◎
勺『の腸・何℃・単隠仙で．⑫農何℃・醇圏⑥や．⑭隈何℃・屋○霞いむ』倉（参照、立川、石黒、菱田、島共著「ヒンドウ
１の神奇」せりか醤泌一○五頁以下（以下、担当者の石黒淳の名で略記））⑧己’旨切（単ｇ［・伽で．届罠，（石黒淳一○
六口、ウルセル一四七口以下）⑩馬哩．⑭呂顛・
（、）佐藤宗太郎「インド石窟寺院」解説篇東京聾籍一九八五一○三頁以下
、）③ウルセル四七頁、（参照、石黒淳二四七頁）⑥ウルセル写真図版
（辺）餌。圓画：国目日目ＰＣＰｍＤ・弓の岸。。。…］の。冨固昏口・］。、厨・彦。、目ｓｏｐＮ冒囚、奥目一一鳶甘国冨、自己旨ご農。⑮．
⑭．』民．ごｇ・ロの園・け宛の目・『ぐ］ｍ・国閂］日．③、』ｇ⑥ｍ・ＥＰ］巳何⑫・厨◎
（皿）上野照夫編「世界の美術館羽カルカッタ美術館」講談社一九七○解説ｗ
（ｕ）四・国の…．、宵の§□目急・］鈴ｏ・言・巴・ョ高橋健二訳全集７③の．」臼頭・九九瓦⑥⑫。ｇ『一八二頁⑥の・観②
一一二七頁㈹⑩・圏Ｃ㈲の・圏①’一一一九買いの．ｇ一一一四頁
（巧）国・餌の…・国曰の｛目し］節の』丙：旨白畠凹・】ロ菖肖目田園閂の『・国の圓目回国の…・囚臣冨梓度・□の【、庁の弓のロー◎一戸Ｎ眉目
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（羽）田・国の園の〉国昌の｛目Ｃ円．。＃◎ロロ、の一・ｓ臼・勺・】自助のロ・の・ぬＳ・
（釦）、牙のロ国①骨の、息旦□の吋国の、［罠』百ｍ巽．ｐ言・】】へ届》】。雷の．」隠題・キルケゴール著作集、氷上英慶訳白水社
一九八一一一七六頁以下
（皿）言．⑫冨丙①⑰ごゅ目⑥》国田口】］の庁・閂・侭・ぐ・局ｌＢ拙諭（一一）三八頁
（蛆）の⑨Ｈのロ尻】①鳥⑩、：ａ・シゲ⑩。ｚ】の画のロユ⑥巨目二⑪ｍのロｍ・冨重】Ｃ庁①ｚ：訂◎冒一津自：口宅ゲ】］ｏｍＣｐ三⑩⑥》の回国ＨＣＣ庁のＰ○・冨・
（Ⅳ）因目⑫二房］宵》四①目】凶ロロ餌①閉⑱宮口』」息巨樹厨呂の目夛の算のＨ・国口ぐ◎耳【四ｍ・冒卯］鐸冨ケロ：」閂Ｃ①具、：③ロ叩。三一一⑩ｎｍの’
ｍの一一⑰○ヶ、｛庁・画」］“ずｎｍｍ己、Ｈ』『『・の庁巨芹ぬいＮ［。②。、】『１０⑪⑫砲
（狙）四・四の、四の》【冒品①嚴協｛①円いのす①ロ、一目｛．。・の．（の③凶日日の宙［の、◎ず己｛篇Ｐ、島民胃：．ご密）国１．←》の．」ｇ雷・
（、）四・国①⑩いの》自国宵日切．⑦ワョ色】屋ｃ・○・ｍ・口」・詞⑪．、９頭・
（卯）ゲーテ『ファウスト』第二部〔ｇ巴〕高橋義孝訳岩波文庫下巻昭“
（幻）■・田の、醜の。【巨愚色⑫（・の，⑰。■』・」。ｍ・ヨー巨司・
（犯）旨周一③□⑥－８日【・田①目目で芽。＆芹、冨已島⑩、①庁且【①い」の一角囚⑰③ｘｇ】一献」目⑫皀声日】Ｐ已就ｃ一馬⑫ご色①・句恩、⑫ごロ］ぐ関，
⑫冒鳥⑰：旬日ロ・の．石胃】⑫》巳留．③己・認ｌ⑫』・仙己・】◎①題・何℃』ｓ壺・㈹句・』圏・㈲ロ・忠電・己．Ｓ」・いつ・巴
拙鹸（一）五九面⑧石．ｇ・農と『》場・
（鋼）高津春繁箸ギリシア・ローマ神話辞典岩波書店一九七八一三四頁、一九八頁等
（型）プラトン『饗宴』岩波文庫久保勉訳一九七七、「プラトンー」田中美知太郎編世界古典文学全集皿筑摩書房昭鋼
二
七
’
一
六
六
頁
鈴
木
照
雄
訳
の
両
訳
参
照
（躯）③■・田の圏の》厚屋曾病目月日ロ愚◎頭。」関Ｏｇｑ具①品目頤同目◎宮⑰．】①ご・。．ｍ・巴・『・局】ｌ】召．⑥。の１日【のロ日一
ＤＣ⑫８］９扇霞⑪八国－２Ｖ・后Ｓ・の・の．■」・「】の．」『⑤１局⑪．
（妬）四・国の腸の》］臼８ケロの◎ず日の“因の日（目頃．】＠圏．。・、．□口・『〕の．唾冒頭・拙論（一）七一頁
（”）国・餌①⑰、の》尻一の日巨且ゴ四ｍロのＨ・］富Ｐ○・一二「・因二・ｍ・の。ｇ←１９鴎高機ヘッセ全築６一五四’二二○面
（犯）厚】の｛①『◎百国・西①、⑫⑦》Ｚ⑩ロの①目君の一（①Ｈ⑪鈩匡碕島①。』垣９．ｍ・今里・目如弔①厨Ｈ］自切のロ・句の厨。ｐ四一一曾目』困冒ｇｎ１因①勝①⑫
ごの（の弓の目ご◎弓（目且国の鳥の、自己⑫出巨目。『岸ｏｐＮの目。ロー》ご凸官：ゲ①目前⑤ラ目⑫。津のロＮ①冒一冨吋・国①Ｈ一日。⑤『，ご『』．
ぐ③Ｈ②＆ロ。ｐ一ｍｍの冒閂宅ＨＣｍｐ・』①霞・］。：｝］】冒国①罠の門ぐ一ｍ・の．Ｅ｛・
（咽）アルフレート・クービン『対極ｌデーモンの幻想－』野村太郎訳法政大学出版局一九七一③三七○画択者あとが
⑫。⑭】Ｐ
き
⑥
三
六
七
面
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旨。四・日＆一・の冒戸の区◎ずの席ぐ一ｍ・后鼠の。⑭旨［キルケゴール著作集７８９杉山好、小川圭治訳白水社一九八二年
と
く
に
９
二
○
五
頁
以
下
（鋼）の．周のＨ博、：己・弔巨ＣｍＣｂ冨呂の口８○戸①Ｐ○・言・ざ．ご爵・叩・置題・盆壺．（著作集６大谷愛人訳白水社一九八一一
八○頁以下、九九、一○三頁以下）
（鍵）閏・国の、、の．】⑪⑫Ｅｍｇ』の。斤愚【のｍ・旨迎Ｚ胃胃具目〔Ｏ冨厨８ロゲの：Ｈ①日ロ③。●・の．■」Ｌ・の．『弓・拙論（二）四八頁
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